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実践事例編 

©岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 





目 次 

国語科 ･･･････････････  4 
社会科 ･･･････････････  6 
算数科 ･･･････････････ 8 
理科    ･･･････････････10  
生活科 ･･･････････････12 
音楽科 ･･･････････････14 
図画工作科 ･･･････････16 
家庭科 ･･･････････････18 
体育科 ･･･････････････20 
外国語科 ･･････････････22 
特別の教科 道徳･･･････24  
外国語活動 ･･･････････26  
総合的な学習の時間 ･･･28  
特別活動 ･････････････30   

国語科 ･･････････････････32 
社会科 ･･････････････････34 
数学科 ･･････････････････36 
理科  ･･････････････････38 
音楽科 ･･････････････････40 
美術科 ･･････････････････42 
保健体育科 ････････････44 
技術･家庭科【技術分野】･･46 
技術･家庭科【家庭分野】･･48 
外国語科 ････････････････50 
特別の教科 道徳 ･････････52 
総合的な学習の時間 ･･････54 
特別活動 ･･･････････････56  

    冊子の活用の仕方  

Ⅰ 小学校各教科・領域  Ⅱ 中学校各教科・領域  

 ････････････････････････････････  ２  

  

 
 平成29年３月に新学習指導要領が公示され、小学校では2020年度から、中学校では
2021年度から全面実施となります。 
 新学習指導要領では、児童生徒の資質・能力を育成するために「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。 
 本冊子は、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、小学校・中学校の全ての教科等で行った
授業実践の事例を一冊にまとめました。平成29年度に作成した「新学習指導要領の趣旨
を踏まえた授業づくり」では、各教科等の改訂の趣旨や授業づくりのポイントを示し、
本冊子では、各教科等の「主体的・対話的で深い学び」のある授業づくりの具体を示し
ています。二冊併せて活用し、児童生徒の学びの質を高める授業づくりに役立てていた
だけたらと思います。 
  

『新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり』（実践事例編）について 

    各教科・領域のページの見方      ･･････････････････････  ３  



 各教科等での授業改善を積み上げるだけではな
く、関連が深い教科等の内容事項と関連付けなが
ら授業をつくることが大切です。その際、関連す
る他教科等での目標や内容の改善、授業づくりの
ポイントやその具体を確認できます。  

 ・学習指導案を作成・検討する際の手がかりとなる資料として 
 ・授業を参観する際の視点となる資料として 
 ・研究授業の際、公開授業の成果や課題、今後の方向性を検討する資料として 

  

 新学習指導要領の趣旨を授業づくりにどう生かすか、児童生徒の学びの質を高めるためにはどうすればよいか
等、単元（題材）や本時の授業計画を立てる際や日々の授業実践を振り返る際に活用できます。 

  
  
○授業改善のポイントを確認 
 平成29年度冊子から、新学習指導要領で示された 
 目標や改善された内容、「主体的・対話的で深い 
 学び」を始めとした学びの質を高める授業改善の  
 ポイントを確認します。 
○授業づくりをイメージする 
 本冊子の実践事例から目標の設定、単元（題材） 
 や本時のデザインの進め方、「主体的な学び」 
 「対話的な学び」「深い学び」を支える教師の手 
 だてを確認し、新学習指導要領の趣旨を踏まえた 
 授業づくりを具体的にイメージします。 
 
 
 

同校種の他教科のページ 異校種の同教科のページ 

 小学校では今後中学校でどのような学びをしていくの
か、また、中学校ではこれまで小学校でどのような学び
をしてきたのかを踏まえて授業をつくることが大切です。
その際、異校種の関連する教科等の目標や内容の改善、 
授業づくりのポイントやその具体を確認できます。 

 授業研究 
 授業計画と振り返り 

本冊子と平成29年度冊子を併せて活用 

 学校全体だけでなく、教科部会や学年部会、OJTチーム等で授業研究を行う際の資料として活用できます。 

発展的な活用 

平成29年度冊子には、次の内容を示しています 
○学習指導要領改訂の趣旨及び要点 
 ・改訂の基本的な考え方 
 ・各教科等の目標及び内容の構成 
 ・学習内容の改善・充実 
○各教科等における授業改善のポイント 
 ・「主体的・対話的で深い学び」の実 
  現に向けた授業改善 
 ・学びの質を高めるために必要なポイ 
  ント 
 

 児童生徒が、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることが
できるようにするためには、これまで取り組まれてきた実践の蓄積を生かし、学びの質を一層高める授業改善の
取組を活性化していくことが必要です。 
  

学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く

取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。 

児童生徒同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手がかりに考えること等を通じ、自己

の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、

知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決

策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。 

  ※基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、その確実な習得を図る必要があります。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

○授業改善の三つの視点 

冊子の活用の仕方 
 本冊子は、各教科等において求められる資質・能力を育成するための「主体的・対話的で深い学び」のある授
業づくりを促進するために作成しました。平成29年度作成の「新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり」の
冊子で示した授業づくりのポイントに沿って実践した授業を紹介しています。   

 本冊子と平成29年度冊子の発展的な活用例を紹介します。 



授業づくりの視点 

   
  
 
 
 

 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも
全てが１単位時間の授業で見られるものではありません。単元や
題材など内容や時間のまとまりの中で、実現を図っていくもので
す。 
 本冊子では、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」
を支える教師の手だてのイメージを読者がもちやすくするために、
１単位時間において、三つの学びを支える教師の手だてが見られ
た事例を取り上げています。その際、最も効果的な手だてを精選
し、紹介しています。 

 
  

  

 「単元（題材）の概要」では、実践した授業の単元（題材）名
や内容等を示しています。 

 「単元（題材）のデザイン」では、「本単元（題材）の流れ」
とともに、それぞれの学習過程での具体的な「児童生徒の学びの
姿」を示しています。そして、単元（題材）を通して行う教師の
手だてを「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点
で紹介しています。 

 各教科等の日々の授業において、学びの質を高めるための具体
的なポイントを事例と関連付けて示しています。今後の授業づく
りに取り入れてみましょう。 

 「授業づくりの視点」では、平成29年度に作成した冊子で紹
介した各教科等における授業づくりのポイントを再整理し、視 
点として示しています。 

授業実践事例 

 「単元（題材）を通して育成を目指す資質・能力」では、本単
元（題材）で育成を目指す資質・能力について「知識及び技能」
「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」で
示しています。 
 

  

 「本時の展開」 では、「岡山型学習指導のスタンダード」で
示している授業５（ファイブ）を踏まえた「本時の流れ」ととも
に、それぞれの学習活動における「児童生徒の学びの姿」を示し
ています。そして、それぞれの「児童生徒の学びの姿」に迫る教
師の手だてを「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の
視点から具体的に説明しています。 
児童生徒の学びの質を高めるPoint 

※本冊子と平成29年度冊子は、当総合教育センターのwebページからダウンロードすることができます。  

各教科・領域のページの見方 
 各教科等のページは「授業づくりの視点」「授業実践事例」「児童生徒の学びの質を高めるPoint」の三つで構
成しています。   



中学校保健体育科     

 教師が作成した文章のモデルを見聞きして意欲を高め、絵からイメージを膨らませて「はじめ」「中」「終わり」
 のつながりを意識して文章を書き、１年生に向けて読み聞かせをする単元である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 まとまりに分けて、お話を書こう［第２学年］ Ｂ書くこと 

小学校国語科     

  
 全11時間 

○単元の導入時に児童とともに作 
 成した学習計画を授業の導入時 
 に提示する。 
○板書を基に学習過程を振り返ら 
 せ、次時に学んでいきたい内容 
 を児童とともに確認する。 

○自分が表現したい内容を友達に 
 伝えた上で、互いの文章を読み 
 合う時間を取り、伝えたいこと 
 が伝わってきたかどうかの視点 
 で交流させる。 

○「はじめ」「中」「終わり」の 
 つながりを確かめたり、モデル 
 文から捉えた書き方のポイント 
 に沿っているかについて読み直 
 したりする場を設定する。 

単元の見通しをもつ 

「お話メモ」を基 
に文章を書く 
 
文章を読み直す 

１年生に読み聞かせをする 
 
単元のまとめをする 

◎出来上がった文章を１年生に読み聞かせ、感想から自分が工夫した表現が伝わ 
 りやすかったことに気付く。 
・おもしろいと言ってくれたところは、自分が工夫して書いた登場人物の特徴が 
 表れたところだった。書き方を工夫するとよく伝わるんだな。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

    教師が単元で身に付けたい力を
明確にした上で、児童自身が自
分の学びを自覚できるように指
導方法を工夫しましょう。 

「書くこと」の領域では、「題材の設定」「情報の収集」「内容の
検討」「構成の検討」「考えの形成」「記述」「推敲」「共有」と
いった学習過程における指導事項を確認した上で、それぞれの学習
過程を明確にした授業づくりを行いましょう。 

書いた文章を読み返して、誤字、脱字を直したり、句読点、助詞、かぎの使い方を正し
たりする。 

絵を基に書く内容を決め、構成を考えながら短い文章でメモする。語と語や文と文との
続き方に注意して文章を書く。書いた文章を交流して読み合い、感想を伝え合う。 

絵から想像を広げて進んで文章に表そうとしたり、書いた文章を繰り返し友達に伝えよ
うとしたりする。 

◎絵からイメージを膨らませて、自分だけのオリジナル文章を作り、 
 １年生に紹介するという単元全体のイメージをつかむ。 
・先生が作ったお話はとても楽しかった。自分も早く作ってみたい。 
・作ったお話を１年生に紹介するのが今から楽しみだ。 

◎文章を書いていく中で、アドバイスが必要なときに友達と読み合う。 
・「中」と「終わり」のつながりをスムーズにするのが難しいな。友達に相談し 
 たら、文の順番についてアドバイスしてくれて嬉しかった。 
・書き方のポイントに沿って文の順番を工夫したら、感動的な文章になったぞ。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業づくりの視点 
授業実践事例 

知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
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本単元の流れ 児童の学びの姿 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

文の続き方に注意しながら表現の仕方の工夫について考え、登場人物
の特徴を捉えて文章を書くことができる。 

 第６時／全11時 

学習の見通し
をもち、本時
のめあてを確
認する 

モデル文から
よりよい表現
の仕方につい
て考える 
 
 
 
 
よりよい表現
の仕方のポイ
ントを意識し
て、メモを基
に文章を書く 
 
書いた文章を
読み直す 

学習内容をま
とめる 

◎本時の学習を振り返り、分か 
 ったこと、できるようになっ 
 たことを確かめる。 
・「はじめ」に書くべき内容が 
 よく分かったぞ。 
・登場人物の特徴がはっきりし  
 た文章が書けるようになった。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
読む人を引き
つける「はじ
め」の書き方
について考え
よう 

まとめ 
読む人を引き
つけるために
は、文の続き
方に注意しな
がら登場人物
の特徴が分か
りやすい紹介
をするとよい 

◎前時までの学習を振り返り、 
 教師が作成した例文を基に 
 本時のめあてをつかむ。 
・これまでの勉強では、お話の 
 メモを書いてきたね。 
・メモを使いながら、工夫して 
 文章に表すことが大切だ。 
・読む人を引き付けるポイント 
 を見付けていきたいな。 

      「学習の進め方」   
      （学習計画）を提  
 示し、本時は今までに考えた  
 お話メモを基に、詳しく文章 
 を書いていくことを確認する。 

      既習内容の「スイ 
ミ     ミー」の「はじめ」 
 の部分をモデルとして例に挙 
 げ、特徴をいくつか捉えられ 
 たところで、近くの友達と交 
 流する場を設定する。 

振り返りをす
る 

◎モデルとなる文章の中から、 
 工夫した表現の仕方について 
 考える。 
・登場人物の特徴を表すには、 
 「住んでいるところ」「色」 
 「動き」等いろいろなポイン 
 トがあるんだ。 
・○○さんが「主人公を赤色に 
 したら強そうだよ」ってアド 
 バイスをしてくれてよかった。 

○板書を基に、「はじめ」の書 
 き方について確認できたこと、 
 その書き方を使って実際に  
 「はじめ」の部分の文章が書 
 けたことを想起させる。 

      登場人物の一番大 
      切な特徴を明確に 
 できるように、どの順番で特 
 徴を書いたらいいかを個別に 
 投げかけたり、書き方のポイ 
 ントに沿った箇所に花丸を付 
 けたりする。 

○教師が作成した「はじめ」の 
 文章を示し、メモをつなげた 
 だけでは、読み手を引き付け 
 る文章にはならないことに気 
 付かせ、めあてをつかむこと 
 ができるようにする。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

児童の学びの姿 教師の手だて 

◎メモを基にして、自分の伝え 
 たい内容にぴったり合った言 
 葉を用いて文章を書く。 
・文の続き方によって、強調し 
 たい内容が変わるんだな。 
・先生が文の順番についてアド 
 バイスしてくれて、登場人物 
 の体の大きさが伝わりやすく 
 なったぞ。 

本時の流れ 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

 
 
 

 
 
 
 

見通しをもたせる
提示 

 
 
 

意図的な話し合い
の場の設定 

学びの自覚を促す
個別支援 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

学習計画等を活用し
て、本時の位置付け
を児童とともに確認
しましょう。その際、
学ぶ目的を明確にし
て、見通しをもって
学習に取り組ませる
ようにしましょう。 

モデルを基に書き方
のポイントを捉えさ
せた上で、そのポイ
ントを意識して書く
活動を行わせるよう
にしましょう。その
際、児童同士の話し
合いを通して、ポイ
ントに気付かせるよ
うにしましょう。 

書き方のポイントに
沿って表現できたか
どうかを児童自身に
自覚させた上で、教
師が評価して位置付
けましょう。その際、
児童の学力の定着度
を見極めることを大
切にしましょう。 



 安全な生活を守る警察の諸活動について調べ、それらと人々の安全・安心な生活の維持・向上との関連や、安 
 全・安心を守るための工夫や努力について考え、自分の言葉で適切に表現する単元である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 安全なくらしを守る［第４学年］ 

小学校社会科     

  

 全10時間 

○社会的事象から課題を見いだす 
 場を設定することで、課題を自 
 分事として捉えさせる。 
○単元全体の学びを振り返らせ、 
 日々の社会生活に活用させる。 

○警察等の役割について、互いの 
 考えを伝え合う場を設定するこ 
 とで、新たな視点に気付かせた 
 り、考えを広げさせたりする。 

○分かったことを比較・関連付け 
 する場を設定することで、他の 
 単元や社会的事象に応用できる 
 知識を獲得させる。 

単元の課題をつかむ 

交通事故が起きた時の、警 
察の活動について 
考える 
 
インタビューや資料から警
察の仕事の大切さについて
考える 

単元のまとめをする  ◎分かったことや考えたことをまとめたり、自らの生活に生かしたりする。 
 ・私達が安心して生活できるのは、警察等の諸機関と地域の人々のおかげなんだ。 
 ・私も地域の一員として、交通安全の活動に参加してみよう。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

    社会的事象の中から疑問に思ったこと等を課題と
して見いだし、予想したり、学習計画を立てたり
する等、児童が主体的に授業に取り組むことがで
きるように教材研究を深めましょう。 

課題を追究したり解決したりする活動を充実させる
ために、「動機付け」「情報収集」「考察・構想」
等、単元における学習過程を工夫した授業づくりを
行いましょう。 

地域社会における人々の安全・安心な生活を守るための警察の働きと、そこに従事して
いる人々や、地域の人々の工夫や努力を理解する。 
人々の安全・安心を守るための働きと、そこに従事している人々の工夫や努力について
様々な立場から調べたり考えたりして、その過程や結果を適切に表現する。 
地域社会における人々の安全・安心な生活を守るための警察の働きについて進んで調べ
ようとしたり、自らの生活に生かそうとしたりする。 

 ◎前の単元で消防について調べたことを思い出し、単元のイメージをもつ。 
 ・警察の仕事は消防の仕事とどこが違うのかな。調べてみたいな。 

 ◎交通事故が起きた時の警察の活動について予想し、調べたり考えたりする。 
 ・警察はパトカーで現場にかけつけるのではないか。 
 ・事故が起こったら、警察と消防が協力しながら活動するんだね。 
 
 ◎警察は人々の安全・安心な生活を実現するために、地域の人々と協力しながら 
  様々な取組を行っていることを考える。 
 ・警察は、地域の人々と協力しながら安全・安心な生活を守っているんだ。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

本単元の流れ 児童の学びの姿 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



 
 
 

本時の流れ    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

交通事故が起きた時の警察の活動について資料を基に調べ、警察や消
防が連携して迅速に対応していることについて考えることができる。 

 第４時／全10時 

本時のめあて
をつかむ 

交通事故が起
こった時の警
察や消防等の
活動について、
個人で調べた
り考えたりし
たことを発表
する 

振り返りをす
る 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
交通事故が起
きたら、だれ
がどのように
活動するのだ
ろう 

まとめ 
交通事故が起
きたら、警察
が中心となっ
て、消防等と
協力しながら
すばやく活動
する 

◎事故現場の動画からの気付き 
 を基にして、本時のめあてを 
 つかむ。 
・交通事故が起こった場所に警 
 察官がたくさん集まって話を 
 しているよ。  
・交通事故が起こったら、警察 
 官はどんな仕事をしているの 
 だろう。 

◎個人で調べたり考えたりした 
 ことを班で発表する。 
・私の考えはＡさんと似ていて、 
 警察は運転手から話を聞くだ 
 けではなく、交通整理等の仕 
 事もしていると思う。 
・みんなで書き込んだワークシ 
 ートを見ると、110番に電話 
 をしたら警察につながるだけ 
 でなく、消防にもつながるこ 
 とに気付いたよ。 

◎学習して分かったことを、自 
 分の言葉でまとめる。 
・友達の意見とは違うところに 
 注目することで、新しい考え 
 方ができたぞ。 
・警察の仕事についてもっと詳 
 しく調べてみたいな。 

        交通事故が起こっ    
      た直後に警察が活  
 動している動画を提示するこ 
 とで、交通事故発生時の警察 
 の活動について学習していく 
 という見通しをもたせる。 

      班に一枚のワーク 
      シートを配付し、 
 警察や消防等の活動について 
 調べたり考えたりしたことを 
 記入させ、友達と比較させる 
 ことで、新たな視点に気付き 
 やすくする。 

○本時の学習を通して分かった 
 ことだけでなく、警察の働き 
 に対する考え方が変わった点 
 や疑問に思ったこと、もっと 
 調べてみたいこと等を記述さ 
 せる。 

 
 
 

「私の考えはＡさん
と似ていて～です」
「Ｂさんの考えとは
少し違うけれど～で
す」というように、
社会的事象について
どのように考えたの
かを明確に説明でき
るようにしましょう。

 
 
 
 導入では、映像資料
を提示する等、社会
的事象への関心を高
めさせたり、解決へ
の見通しをもたせる
ようにしましょう。 

児童の発言を板書し
て可視化し、線や矢
印でつないだり、同
じ内容のものを整理
したりすることで、
児童が複数の社会的
事象を比較・関連付
けしやすくなるよう
にしましょう。 

学習内容をま
とめる 

主体的な学
びの手立て 

対話的な学
びの手立て 

深い学びの
手立て 

児童の学びの姿 教師の手だて 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

動画を活用した 
導入 

考えた内容を明確
にした説明 

構造的な板書 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

      板書した児童の発 
      言を線や矢印でつ 
 ないだり、同じ内容のものを 
 枠で囲って「すばやい連絡」 
 「役割分担」等のキーワード 
 で整理したりすることにより、 
 比較したり関連付けたりしや 
 すくする。 

班で考えをま
とめ、全体で
発表する 

◎班で考えをまとめ、発表する。 
・警察と消防は役割は違うけれ 
 ど、互いに協力してけが人の 
 命を守ったり、交通事故の現 
 場が混乱しないよう交通整理 
 をしたりしているんだな。 
・私達の安全な生活は、警察や 
 消防等の働きによって守られ 
 ているのだな。 



２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 
面積の単位（㎠、㎡、㎢）について知る。正方形及び長方形の面積の計算による求め方
について理解する。 

面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の面積の求め方を考えるとともに、面
積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察する。 

面積の大きさを数値化して表すことのよさに気付き、進んで正方形や長方形の面積の公
式を見いだしたり、公式を活用したりしようとする。 学びに向かう力、 

人間性等 

中学校保健体育科     

 正方形や長方形といった図形の面積について単位と測定の意味を理解し、面積の単位や図形を構成する要素に着 
 目して面積の求め方について考え、それらを用いることができるようにする単元である。 

本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 面積［第４学年］  

小学校算数科     

  
 全10時間 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○問題提示を工夫し、広さの表し 
 方や求め方に対する問いを引き 
 出し、学習への興味・関心がも 
 てるようにする。 
 

○広さの表し方や求め方を図や式 
 を用いて伝え合わせ、考察を深 
 めたり表現を洗練したりできる 
 ようにする。 

○図形の特徴に着目させ、広さの 
 表し方や求め方を根拠を基に筋 
 道を立てて考えさせたり、統合 
 的・発展的に考察させたりする。 

単元の課題をつかむ   

正方形や長方形の面積の
求め方を考察する 

大きな面積の表し方を考
察する 

 ◎大きな面積の表し方を考える。 
 ・長さの単位が㎞のときの面積の表し方を考えてみたいな。 
 ・１㎡よりもっと大きな単位があることが分かったよ。  

１ 単元の概要 

３ 単元のデザイン 

  

 ◎花壇の広さ比べから、単元の課題をつかむ。 
 ・花壇の広さはどうやって比べたらよいのかな。 
 ・広さの表し方や求め方を調べていきたいな。 

 ◎正方形や長方形の面積の求め方を考える。 
 ・縦、横の辺の長さから面積を計算で求めたよ。   

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

  「日常の事象から見いだした問題を解決する活動」
「算数の学習場面から見いだした問題を解決する活
動」といった数学的活動を充実させ、数学的に考え
る資質・能力を育みましょう。 

事象を数量や図形及びそれらの関係等に着目して捉
える「見方」と、根拠を基に筋道を立てて考え、統
合的・発展的に考える「考え方」を働かせながら、
より質の高い学びにつなげましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

複合図形の面積の求め方
を考察する 

 ◎複合図形の面積の求め方を考える。  
 ・面積の公式が使えるように形を工夫したよ。  

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

 複合図形を長方形や正方形に分けたり、大きな長方形と見たりするこ 
 とで、既習の面積の公式を活用して面積を求めることができる。 

 第４時／全10時 

本時のめあて
をつかむ 

Ｌ字型図形の
面積の求め方
を考える 

◎何をどのように学んだのかを 
 自分なりに整理する。 
・どんな図形でも公式が使える 
 習った長方形や正方形に形を 
 直すと面積が求められること 
 が分かったよ。 
・次は、階段のようなもっと複 
 雑な形の面積の求め方を考え 
 てみたいな。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
公式がすぐに
使えない図形
の面積の求め
方を考えよう 

まとめ 
公式が使える
習った形に直
せば、面積は
求められる 

◎Ｌ字型図形を観察し、問いや 
 面積の求め方の見通しをもつ。 
・長方形や正方形の面積の公式 
 がすぐに使えない形だな。 
・どんな形にすると面積の公式 
 が使えるのかな。 
・長方形になるように形を直し 
 てみよう。 

◎凸字型図形で考えのよさを確 
 かめ、それぞれの考えを関連 
 付けながら考察を深める。 
・他の図形でも、分けたり、つ 
 ぎ足したりする考えが使える 
 ことが分かったよ。 

       
      Ｌ字型図形の一部 
      から段階的に提示 
 し、図形の特徴を捉えさせる。 

      全体で求め方を伝 
      え合わせ、図を基 
 に式の意味を捉えさせる。 

○方眼に図形を記したカードを 
 配付し、求め方を表現させる。 

      多様な求め方のよ 
      さや共通点を探ら 
 せ、どの考えも既習の求積可 
 能な図形に帰着できることに 
 気付かせ、考えを統合させる。 

振り返りをす
る 

学習内容をま
とめる 

◎Ｌ字型図形を分けたり補完し  
 たりする等、面積の求め方を 
 考える。 
・二つの長方形に分けてみよう。 
・正方形と長方形にも分けられ 
 そうだ。 
・小さい長方形をつぎ足して、 
 大きな長方形から、差し引い 
 てみよう。 

◎求め方を発表し、考察したり 
 表現を洗練したりする。 
・このままの形では面積が求め 
 られないので、公式が使える 
 ように二つの長方形に分けて 
 計算で面積を求めたよ。 

Ｌ字型図形の
面積の求め方
を話し合う 

多様な求め方
のよさを確か
める 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

児童の学びの姿 教師の手だて 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 
  
 問題提示の仕方を工  
 夫したり、既習事項 
 と関連付けたりして 
 児童の問いを引き出 
 し、方法や結果の見 
 通しをもたせるよう 
 にしましょう。 

 
 
  
 図、数、式等の数学  
 的な表現を用いて、  
 考えを表現したり、 
 考えたことや工夫し 
 たことを伝え合って 
 共有・吟味したり、 
 表現をより簡潔、明 
 瞭、的確になるよう 
 に洗練したりしまし 
 ょう。 

 
 
 
 複数の考えを一つの  
 観点から束ねて統合 
 したり、考察範囲を 
 広げながら発展的に 
 考えたりする等、数  
 量や図形を統合的・ 
 発展的に考察させ、 
 学びを深めさせまし 
 ょう。 

問いや見通しを 
もたせる 

数学的に 
表現し伝え合う 

統合的・発展的に
考察する 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



    

３ 単元のデザイン 全16時間 

小学校理科     

  物の溶け方［第５学年］ １ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

児童が問題を見いだす場面を設定し、予想や仮説
を発想する時間をとりましょう。また、見通しを
もたせ、観察、実験などを行いましょう。 

根拠を基に考えを伝えたり話し合ったりする学習
場面を設定して、自分の視点を広げ考えが深まる
ようにしましょう。 

知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

物の溶け方について、物が水に溶けた時に、水と物を合わせた重さは変わらないことや、
溶ける量には限度があり、水の温度や量によって違うこと、また、溶けている物を取り
出すことができることを理解するとともに、観察、実験等に関する技能を身に付ける。 

物の溶け方について、溶ける量や様子に着目して、水の温度や量などの条件を制御しな
がら調べる活動を通して、物の溶け方の規則性についての予想や仮説を基に、解決の方
法を発想し、表現する。 

物の溶け方について意欲的に問題解決に取り組んだり、自分の活動を振り返り、意味付
けしたり、学んだことを日常生活に当てはめたりしようとする態度を養う。 

学びに向かう力、 
人間性等 

中学校保健体育科     
本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

○観察、実験では、予想や仮説を
発想する時間を取り、結果の見
通しをもたせる。 

○既習の知識で説明できないこと
に気付かせることで、今後の問
題の見通しをもたせる。 

○より妥当性のある考察になるよ
う、班や全体で話し合う活動を
意図的に取り入れ、児童一人一
人が観察や実験の結果の事実を
根拠にした考察ができるように
する。 

○多くの事象を扱い、水溶液の共
通性について考えることで一般
化した理解ができるようにする。

○問題解決の力を身に付けるため
に、第５学年で重視する考え方
の「条件制御」を意識して行う。

単元を通して解決する課
題（疑問）を見いだす 

単元の導入で出てきた疑
問を、実験を通して考え
る 

単元で学んだ知識を基に、
日常生活での事象に当て
はめて考える 

◎日常生活の中で｢物を溶かす」現象について改めて考える。 
・紅茶に砂糖を入れた時、見えない砂糖の粒はバラバラになって広がっているんだ。
・社会で習った塩田は、水を蒸発させて塩を取り出していたね。 

◎食塩等が溶ける様子を観察し「溶ける」ことを捉える。 
・物が溶けるって、物が全体に広がり見えなくなることだ。 
◎食塩等の溶け方について疑問や調べたいことを見いだす。 
・物が溶けた時の重さは変わらないのだろうか、溶ける前と後を比べてみよう。 
・物が溶ける量には限界があるのだろうか、溶ける限界まで溶かしてみよう。 
・どのようにしたら、溶けた物を取り出すことができるだろうか。 

◎出てきた疑問に対して、予想や仮説を基に解決の方法を考える。 
・同じ実験をしたのに、結果から考えた考察は他の班と少し違うぞ。 
・溶ける量を考える時に、水の量を一定にしないと結果は比べられないな。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業づくりの視点 
授業実践事例 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

 物の溶け方について、溶ける量や様子に着目して、水の温度や量等の条件を制御しながら調べる活動を通して
理解を図り、観察、実験の技能を身に付けるとともに、予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力や主体的
に問題解決しようとする態度を育成する単元である。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 児童の学びの姿 教師の手だて 

食塩等の「溶ける」様子を観察し、その結果を図に表し交流する中で、
疑問に思ったことや調べてみたいことを見いだすことができる。 

 第１時／全16時 

本時のめあて
をつかむ 

食塩が水に溶
ける様子を観
察し、個人で
考えた後、物
の溶ける様子
について話し
合う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

振り返りをす
る 

◎入浴剤等の他の物質が溶ける
様子と、食塩の溶ける様子と
を比べる。 

・物は全体に広がるように溶け
る。 

・溶けると色が変わる物がある。 
・物が溶けた後は透明になる。 
 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
食塩などが溶
ける様子を観
察しよう 

まとめ 
物は、溶ける
と全体に広が
り透明になる 

◎生活経験から｢溶ける」現象
について想起し、学習の見通
しをもつ。 

・砂糖が溶ける。 
・塩が溶ける。 
・砂糖や塩はどのように溶けて

いるのかな。 

◎食塩等の溶ける様子について
疑問や調べたいことを見いだ
す。 

・物が溶けた時の水溶液の重さ
はどうなるんだろう。 

・物によって溶ける様子には違
いがあるのかな。 

○児童がこれまで経験した物の
溶ける様子を想起させ、実際
に食塩が溶ける様子を観察す
ることを通して物が溶けるこ
とについて考える。 

      入浴剤等の色の付 
      いている物でも食

塩と同様に調べさせることで、
水溶液の性質の共通性を見い
だす。 

      考察時に出てきた 
      既習の知識だけで

は、上手く説明できない問題
について再び考えさせ、単元
全体の学習の見通しをもたせ
る。 

◎食塩が溶ける様子を予想し観
察する。結果を言葉や図で表
し、班で話し合う。 

〈予想〉 
・上から下にだんだんと溶けて

いく。 
〈結果〉 
・もやもやした物が下に流れる。 
・時間がたつと、もやもやが見

えなくなった。 
〈考察〉 
・食塩の粒は、見えないほど小

さくなり、ばらばらに広がる。 
 

      自分の考察を一人 
      一人が発表した後、

溶ける様子をどのように解釈
したかについてそれぞれの考
えを班で話し合わせる。 

○「透明には、無色透明と有色
透明って言葉があるけど」と
透明に着目させ科学的に正し
い表現にも言い直しをさせる。 

○児童に、食塩の粒が溶けた後
どうなったのかを考えさせる。
その際、「重さには変化があ
るのかな」と聞くことで、既
習の知識だけでは解釈できな
い事象があることに気付かせ
る。 

 
 
 
 

これまでの経験や既
習内容では、理解で
きなかったり、説明
できなかったりする
事象を児童に考えさ
せることで、解決す
る問題を見いだすよ
うにしましょう。 

 
 
 
 

結果の事実を 
基に考えをもつ 

 
 
 
 

 
共通性を 
見いだす 

他の物についても同
様な方法で観察を行
うことで、それぞれ
の事象の共通性を見
いだし、科学的な考
察ができるようにし
ましょう。 

結果は、観察、実験
から得られた事実で
す。考察は、その事
実の解釈です。結果
と考察を区別し、結
果を基に考察できる
ようにしましょう。 

 
解決する 

問題を見いだす 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

学習内容をま
とめる 

○予想を立てた後、食塩が溶け
る様子の観察を行い、視覚的
に捉えた現象を自分の言葉で
書くようにする。 

〔班の考察結果の例〕 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

その他の物の
溶ける様子を
調べ、食塩の
溶ける様子と
比べる 



    
小学校生活科     

中学校保健体育科     

 家庭での自分の生活や家族の思いに目を向け、自分や家族が笑顔で過ごせるためには、どのようなことができ 
 るかを考え、計画を立てて実行することを通して、自分の役割や成長に気付く単元である。 

本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

「みんなのにこにこ だいさくせん」［第１学年］ 

  
 全９時間 

○伝え合う活動の中で、様々な方
法（絵、言葉、動作）を用いて
表現させることで、自らの学び
や成長に気付くようにする。 

○発表を繰り返し行うことで、無
自覚だった自分や友達の取組の
よさに気付くことができるよう
にする。 

○活動を繰り返すことで、「役に
立ってうれしい」ことに気付か
せ、できることが増えた自分の
成長について考えるようにする。 

自分が「にこにこ」する時
を見付け、単元の見通しを
もつ 

家族が「にこにこ」する時
を思い出し、自分でできる
取組を考え｢にこにこ大作
戦」を実行する 

まとめの発表会を開き、単
元を通した取組を振り返り、
まとめる 

◎再度発表会を行い「にこにこ大作戦」の取組を振り返りまとめる。 
・お母さん（家族）の役に立つのでこれからも洗濯物をたたむことを続けたい。 
・自分も「にこにこ」になったし、家族も「にこにこ」になったので違うことも 
 やってみたい。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

知識及び 
技能の基礎 

思考力、判断力、 
表現力等の基礎 

家庭での家族や自分の「にこにこ」が、自分の生活と深く関係していることに気付き、
家庭での生活は互いに支え合っていることや家庭でできる自分の役割が増えたことが分
かる。 

家庭での「にこにこ」を増やすため、家族のことや自分でできること等について考え、
計画を立て実行するとともに、考えたり、聞いたりして分かったことや気付いたことを
表現する。 

家庭での自分の生活や家族への思いに関心をもち、規則正しい生活を送ったり、自分の役割
を積極的に果たしたりする等、支えてくれている家族に感謝の気持ちをもち、意欲的に生活
しようとする。 

学びに向かう力、 
人間性等 

◎自分が「にこにこ」するのはどんな時か考え、気付く。 
・楽しい時に、にこにこするよ。  
・この前の誕生日の時に、にこにこしてたよ。  
・お兄ちゃんと遊んだ時に、にこにこするよ。 

◎家族が「にこにこ」するのはどんな時か考え、自分ができる取組を考え実行する。 
・洗濯物をたたむのを手伝えそうだ。 
・妹と仲良く遊ぶことができるよ。 
◎実行した取組をまとめ、発表し、再度取組を考え実行する。 
・私は、お父さんの腰トントンをしました（右図）。誰か、 
 お父さん役をお願いします。こんな感じ（実演）でしました。   

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

身近な人々や社会、自然と繰り返し関わり、試行錯誤
をする中で、事象を注意深く見つめたり、予想を確か
めたりする学び方を身に付けるようにしましょう。 

体験した活動を振り返り、言葉や絵等で表現し
伝え合うことで、無自覚で行った活動のよさや
活動への思いを自覚できるようにしましょう。 

授業実践事例 
授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 児童の学びの姿 教師の手だて 

「にこにこ大作戦」を実行して分かったことや気付いたことを伝える
取組を通して、家族をもっと「にこにこ」させるためにできることを
考え、もう一度計画を立てる。 

第７時／全９時 

本時のめあて
をつかむ 

「にこにこ大
作戦」の取組
をみんなに紹
介する 

本時の学習を
振り返り「に
こにこ大作戦
パート２」を
計画する 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
｢にこにこ大
作戦」でした
ことを紹介し
よう 

まとめ 
みんながして
いるいろいろ
な取組は家族
の役に立って
いる 

◎これまでの取組から本時の活
動を考える。 

・家族が「にこにこ」するため
の取組を考えて実行してきた。 

・「にこにこ大作戦」でしたこ
とを紹介したい。 

◎自分の取組をまとめて、クラ
スで発表する。 

・私は、晩ご飯づくりのお手伝
いをしました。（実演しなが
ら）こんな風に野菜を切りま
した。お母さんから、「手伝 

 ってくれてありがとう、これ
からもよろしくね」と言って
もらいました。 

◎継続したり、新たに挑戦した
りすることを考える。 

・今度は、違うお手伝いをした
いです。理由はお母さんの役
に立ちたいからです。 

○前時までの取組をまとめた掲
示物を１枚ずつ示し、「どん
なことを勉強してきたかな」
と尋ね、確認しながら、「今
日はどんな勉強をしたい」と
問い、本時の活動を考えさせ
る。 

      自分の取組を言葉 
      だけではなく、絵 
      や動作を用いて発 
      表させる。この時、

「うまくいったこと」「たい
へんだったこと」等の気付き
を深める質問項目を掲示し、
その掲示を活用して、児童相
互に質問をさせることで、自
分や友達の取組のよさに気付
きやすくする 。   

      児童の発表後「な 
      ぜ、家族が「にこ

にこ」になったのでしょう
か」と問い直すことで、自分
にできることが増えたことや
家族の役に立つ事ができたと
いう、気付きを促す。 

○児童の役割や成長に関する気
付きを促すために、「にこに
こ」にするための取組を繰り
返し行わせる。その際、挑戦
したい取組の思いや願いを理
由を付けて発表させる。 

紹介を通して
感じたことを
まとめる 

◎みんなの発表や黒板に貼られ
たシートから気付いたことを
相互に発表する。 

・晩ご飯の手伝いで、キュウリ
やキャベツなどの野菜を切れ
るようになったよ。 

・私のしたお手伝いは家族の役
に立っている。 

主体的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

対話的な学
びの手だて 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
前時までの 
学習の想起 

 
多様な方法で 
表現 

 
気付きを促す 
振り返り 

前時までの学習内容
を想起させるために、
学習した具体的な取
組を順に示す等の支
援を行いましょう。
また、本時の活動を
主体的に考えるよう
な支援を行いましょ
う。 

自分の取組を絵や言
葉、動作等の多様な
方法で表現し、教師
や友達から質問し、
フィードバックを得
ることで、児童が取
組のよさに気付くよ
うにしましょう。 

振り返りでは、取組
に関する思い等の理
由を付けて発表する
ことで、取組のよさ
への気付きを促しま
しょう。その際、同
様な進め方での発表
を繰り返すことを大
切にしましょう。 

〔質問の掲示物の例〕 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

 旋律が重なり合う響きを感じ取りながら、旋律の特徴を生かした歌い方を工夫し、自分や友達の声を聴き合いな 
 がら、思いや意図をもって歌ったり、旋律の反復や重なりによる曲想とその変化を感じ取り、楽曲のよさや面白 
 さ、美しさを聴き味わったりする題材である。 

本題材の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 せんりつの重なりを感じ取ろう［第４学年］ 

小学校音楽科     

  
 全５時間 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○音や音楽と出会う場面において、 
 児童に音楽のよさ等を感じ取ら 
 せることで、音楽によって喚起 
 されるイメージや気持ちの変化 
 に気付くことができるようにす 
 る。 

○音楽的な特徴について共有した 
 り、感じ取ったことに共感した 
 りできる場を設定し、言語活動 
 を充実させることで、新たな特 
 徴に着目できるようにする。 

○旋律に着目し、旋律の特徴や楽  
 曲の構造と曲想との関わりにつ 
 いて考えさせることで、音楽の 
 面白さを捉えることができるよ 
 うにする。 

題材のまとめをする ◎お互いの旋律を聴き合って二部合唱を工夫する。 
・友達の歌声や副次的な旋律を聴きながら、自分の声を合わせて曲想にふさわしい 
 表現で二部合唱したいな。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

      授業の導入では、音楽によって
喚起されるイメージや気持ちの
変化に気付かせる等、興味や関
心を高める工夫をしましょう。 

音楽表現を高めるために音や音
楽及び言葉によるコミュニケー
ションを図り、音楽科に応じた
言語活動を位置付けましょう。 

音楽の面白さに気付かせたり、
表現を工夫させたりすることで、
一人一人の学習の深まりにつな
がるようにしましょう。 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて気付き、思いや意図に合った表現を
するために必要な技能を身に付ける。 
歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、曲の特徴を捉えた表現を 
工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。 

進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、様々な音楽に親し
むとともに、音楽経験を生かして生活を明るく豊かなものにしようとする態度を養う。 

◎異なる二つの旋律の重なりを感じて歌う。 
・旋律が重なることで曲が盛り上がったな。 
・それぞれの旋律の特徴を生かしながら歌おう。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

題材の見通しをもつ 
 

「ファランドール」の旋
律の特徴等を感じ取る 

「パレードホッホー」の
表現を工夫する 

◎学習で扱う曲を聴き、本題材のイメージをつかむ。 
・それぞれの曲には特徴がありそうだ。歌い方を工夫できそうだな。 
・どのように表現すればいいのかな。試しながら歌ってみよう。 

◎曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴く。 
・二つの旋律の特徴や重なり合いを動作や言葉で表現したいな。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

異なる旋律の重なり合いを感じ取りながら、旋律の特徴を生かして歌
うことができる。 

 第３時／全５時 

前時の学習を
想起し、本時
のめあてをつ
かむ 

旋律の特徴を
生かして歌い
方を工夫する 

学習内容をま
とめる 

◎重なりを感じながらまとめと 
 しての合唱を行う。 
・合唱の録音を聴くとクラスの 
 音楽表現が高まっていること 
 が分かったよ。 
・どのようにしたら旋律の重な 
 りを感じて歌うことができる 
 か分かったよ。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
異なる二つの
せんりつの重
なりを感じな
がら歌おう 

まとめ 
二つのせんり
つを歌う時に、
強弱や音色を
工夫すること
ができた 

◎前時の学習について話し合い、 
 学習の見通しをもつ。 
・「パレードホッホー」と「フ 
 ァランドール」は同じように 
 旋律を重ねて演奏することが 
 できそうだ。 
・重ねて歌う時、声の大きさに 
 気を付けて歌うとよさそうだ  
 な。 

◎二つの曲の旋律の特徴を生か 
 しながら、異なる旋律が重な 
 り合う面白さを感じて歌う。 
・○○さんはアのパートのスタ 
 ッカートを、短く切って歌え 
 ていると思います。 
・○○さんはイのパートを、な 
 めらかに歌えていて、特徴が 
 はっきり表せていたと思うよ。 
・二つのパートが重なって、曲 
 が盛り上がっているよ。 
・アのパートが、イに比べて大 
 きすぎるので、同じ大きさで 
 歌おう。 
・イのパートが、アのパートに 
 つられてだんだん小さくなる 
 ので気を付けよう。 

      雰囲気の異なる旋 
      律の重なりについ 
 て話し合わせることで、歌唱 
 に生かしたいという意欲を高 
 める。  
 
○楽譜を提示し、視覚的にリズ 
 ムの比較ができるようにする。 

      全員で歌ってみた   
      り教師が範唱した 
 りして、感じ取ったことを出 
 し合う場を設定することで、 
 二つの曲の旋律の特徴につい 
 て気付かせるようにする。 
 
○言語化の苦手な児童に対して、 
 キーワードだけを挙げさせる 
 等、ワークシートの記述の仕 
 方を工夫する。 

      まとめとして録音 
      した合唱を聴き、 
 それを基に話し合うことで、 
 旋律を重ねて歌うことの価値 
 や楽しさを感じられるように 
 する。 

振り返りをす
る 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

主体的な学
びの手だて 

自分なりに歌
い方を工夫し
たり、友達と
歌い方につい
て話し合った
りする 

教師の手だて 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 

 
 

 
 

導入では、異なる曲
同士を比較させたり、
音楽の特徴や構造に
着目させたりする等、
音楽表現への興味・
関心を高める工夫を
しましょう。 

表現の工夫を促すに
は、音楽的な特徴を
共有する言語活動を
設定し、実際に歌っ
たり、話し合ったり
して曲の特徴を捉え
ることができるよう
にしましょう。 

終末では、まとめの
合唱を聴き合う等、
学習の手応えを実感
する場を設けること
により、音楽の面白
さや表現の工夫を捉
えることができるよ
うにしましょう。 

音楽表現への 
興味・関心 

音楽表現を 
高める言語活動 

面白さ・表現の 
工夫の実感 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

児童の学びの姿 



中学校保健体育科     

本題材の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

小学校図画工作科     

  
 全７時間 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

美術作品を鑑賞し、形や
色等の感じに気付く          
              

曲から感じたことを基に、
CDジャケットをどのよう
に表すか考える 
 
表したいことに合わせて、
表し方を工夫する         
            

完成作品を相互鑑賞する 
題材のまとめをする 
          

◎完成した作品を相互鑑賞し、お互いの作品のよさや面白さを感じ取る。  
・曲から感じた内容やイメージって、みんな違っていて面白いな。 
・形や色等を工夫すれば、表したいイメージをいろいろ表現できるね。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

作品を表現したり鑑賞したりする際に、形や色等の感じについて自分の感覚を通して分
かるとともに、材料や用具を使い、表し方等を工夫して創造的に表すことができる。 
造形的なよさや面白さ、表したいこと、表し方等について考え、豊かに発想や構想をし
たり、作品から自分の見方や感じ方を広げたりすることができる。 
進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、形や色等と関わり、自分の思いやイ
メージをもって楽しく豊かに取り組もうとする。 

◎マティスの切り絵の作品を鑑賞し、形や色の感じに気付きテーマを読み取る。 
・形が踊っている人に見えるので、たぶんサーカスの絵だと思うよ。 
・色がとっても明るいから、マティスさんは幸せな感じを表したいんじゃないかな。 

◎音楽会で演奏する曲のイメージを言葉で表し、内容や雰囲気に合うイメージのア 
 イデアを考え、色紙を使って表し方を工夫し創造的に表す。 
・曲のイメージからアイデアを考えて友達と話したら、いろんな感じ方や考え方が 
 あるんだなとびっくりした。もっと、いろいろ工夫したい。 
・形や色などを工夫して色紙を切ったり、紙の方向や大きさを変えたりしてみた。 
・考えたことから、白の台紙に４色の色紙を組み合わせて、工夫して貼ったよ。 

本時 

○児童が形や色等の感じに気付き 
 やすい作品を準備し、作品と効 
 果的に出会う場面を工夫した鑑 
 賞の活動を仕掛ける。 
○造形的な視点を大切にし、振り 
 返りから学びの変容を自覚させる。 

○作品鑑賞は、まず個人で考えさ 
 せ、児童に視点をもたせてから 
 話し合いを行わせる。 
○鑑賞して読み取った作品に込め 
 られた思いや表現の工夫を話し 
 合わせる場面を設定する。 

○交流して得た作品に対する見方 
 や考え方を基に繰り返し作品を 
 鑑賞させたり、作品について考 
 えさせたりすることで、作品を 
 捉える造形的な視点を広げさせ 
 る。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

  音楽会の記念CDジャケットをつくろう！［第４学年］  

  「Ａ表現」では、児童の実現したい
思いを大切にしましょう。４年生の
「Ｂ鑑賞」では、自分の見方や考え
方を広げられるようにしましょう。 

  児童が自分の感覚や活動を通し
て、材料や作品、出来事等を、
形や色等の造形的な視点で捉え
られるようにしましょう。 

  完成作品だけでなく、発想や構想
したり、技能を働かせたりしてい
る製作途中の作品を見合う等、
表現と鑑賞を関連させましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

 表現や鑑賞の活動を通して、作品に表したいことや表し方等について考えながら、形や色等の感じ、そこから受け 
 るイメージに着目させ、自校の音楽会の曲に合うように「音楽会の記念CDジャケット」を製作する題材である。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 第２時／全７時 

 
 

 

前時を確認し
本時のめあて
を知る 

作品を鑑賞し、 
自分で考えた
テーマについ
て班で話し合
う 
 

 
 

学習内容をま
とめる 

作品鑑賞では、児童
が自分の考えをもっ
てから対話をするよ
うにしましょう。そ
のためには、鑑賞の
視点を確認し、個人
で見る時間を十分確
保しましょう。 

交流して得た見方や
考え方を用いて、も
う一度個人で考えさ
せましょう。そのた
めには、造形的な視
点を大切にしながら、
新たに考える場面を
設定するとよいでし 
ょう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
絵をよく見て、
作品のテーマ
を考えよう 

まとめ 
色や形の感じ
をよく見ると、
作品のテーマ
が考えられる 

◎前時のマティスの作品鑑賞か 
 ら学んだことを確認する。 

◎マティスの作品から、テーマ 
 とそう感じた理由を考える。 

      形や色、イメージ 
      等から、よさや面 
 白さに児童が気付きやすい作 
 品を鑑賞させる。 

○最初に個人で作品をしっかり 
 見ることと、作品から考えた  
 根拠も発表することを伝える。  

○最初は、テーマが捉えやすい 
 作品を児童に鑑賞させ、その 
 後に、形や色等から作者の様 
 々な思いが捉えられるような 
 作品を段階的に鑑賞させる。 

      対話で気付いた見 
      方や考え方でさら 
 に作品を鑑賞させたり、自分 
 と友達の考えたことの違いを 
 基に作品を捉え直させたりす 
 る。 

○学びを振り返り、本時で学ん 
 だことをワークシートに記入 
 し、発表させる。 

○前時に気付いた視点の形や色、 
 イメージを確認し、本時は、 
 その視点を使って作品のテー 
 マを考えることを説明する。 

振り返りをす
る 

形や色等の感じに着目して、作品の面白さや表したいこと、いろいろ
な表し方について感じ取ったり考えたりすることができる。 

◎鑑賞を通して気付いたことや  
 分かったことをワークシート  
   に記入し発表する。 

      意図的に異なる考 
      えを発表させ、根 
 拠を基に作品に対する見方や 
 考え方の違いに気付かせる。  

児童の学びの姿 教師の手だて 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 
 

児童に自分とは違っ
た見方や考え方があ
ることに気付かせま
しょう。そのために
は、根拠も一緒に発
表させ、お互いの意
見のよさを認め合う
雰囲気を大切にする
とよいでしょう。 

 

※上記を６作 
 品繰り返す 

・いろんな色が使われていたし
形も大小あって、面白い形が
いっぱいあった。 

・今日は、作品からテーマを考
えるんだね。 

・ぎざぎざの歯が面白い。きっ
とライオンににらまれている 

 んだよ。 
・あたたかい色だから、テーマ

は「幸せの心」だと思うな。 
  

・自分と友達の考え、マティス 
 さんの考えが違っていてびっ

くりした。 
・色と形をよく見ると、作品の

テーマが分かった。作品を描
くときにも気を付けたいな。 

・班で話し合ったら、自分とは
違う考えがあって面白いな。 

・作者の作品への思いが分かっ
た。もう一度鑑賞してみよう。 

作品から自分の 
考えをもたせる 

根拠を交流する 
話し合い 

造形的な視点 
から考える 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



 普段の清掃を見直し、落ちにくい汚れを落とす方法を調べ、実践する。実践を振り返り、よりよい清掃の仕方 
 を考え、全校に伝える活動を通して、清掃の必要性が分かり、快適な住まいへの工夫を考える題材である。 

本題材の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 きれいを広めよう クリーン大作戦 ［第６学年］ 内容Ｂ（６） 

小学校家庭科     

  

 全５時間 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手立て 

○校内の落ちない汚れを自分達で 
 見付け、撮影することで清掃へ 
 の興味、関心を高めさせる。 
○調べ、実践した清掃の工夫を全 
 校に伝える場を題材の最後に設 
 け、見通しをもたせる。 
 

普段の清掃を振り返り、
課題を見付ける  

よりよい清掃の仕方を考
え、工夫する 

清掃の工夫をまとめ、全
校に伝える 

 ◎清掃の工夫を全校に伝える。 
 ・試して一番よかった清掃の仕方を分かりやすく伝えよう。 
 ・下級生が、伝えた清掃の仕方を試してくれるといいな。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

      日常生活の中から課題を発見で
きるよう、既習の知識及び技能
や生活経験を基に自分の生活を
見つめる場面を設定しましょう。 

気持ちよく生活するために、住まいの清掃が必要であることが分かり、清掃の仕方を理
解し、適切にできる。 

身近な生活の中から住まいの清掃に関する問題を見いだし、課題を設定し、快適の視点
から、効果的な清掃の仕方を考え、工夫することができる。 

快適な住まい方について身に付けた力を、家庭生活をよりよくするために生かして実践
しようとする。 

 ◎普段の清掃を映像で振り返ったり、児童自身で汚れを見付けたりすることで、 
  清掃への興味や関心が高まり、試しの活動をやってみたくなる。 
 ・すごく汚れているところを見付けたよ。どうやったら落ちるかな。 

 ◎実践した結果を基に、汚れに合った清掃の仕方を工夫する。 
 ・みんなの工夫を聞いて、前とは違う清掃の仕方でやってみよう。 本時 

○実践した清掃の仕方を班内や学 
 級で発表させ、いろいろな方法 
 があることに気付かせる。 
○お家の人へインタビューを通し 
 て、家庭でも清掃の仕方を工夫 
 していることに気付かせる。 
 

○落ちにくい汚れの清掃の仕方を 
 調べ、いろいろな方法を実際に 
 試させることで、より効果的な 
 清掃の仕方やその工夫を考える 
 ことができるようにする。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

日常生活との関連を図った問題
解決的な学習で、児童が課題を
解決できた達成感や実践する喜
びを味わえるようにしましょう。 

実践的・体験的な活動を中心と
して、習得した知識及び技能を
生活の場で生かせるように具体
的な活動場面を設定しましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 © 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

調べ、実践してみる  ◎落ちにくい汚れの清掃の仕方を調べ、実践してみる。 
 ・お家の人に聞いたり、本で調べたりしたら、いろいろな清掃の工夫があった。 
 ・調べた方法でやってみたら、きれいになって嬉しかった。 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 

 第４時／全５時 

本時のめあて
をつかむ 

工夫した清掃
の実践を発表
する 

学習内容をま
とめる 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
汚れにあった
清掃の仕方を
考えよう 

まとめ 
清掃の仕方は、
場所や汚れの
種類で分けら
れ、工夫がた
くさんできる 

◎汚れの種類、場所、清掃の仕 
 方の関係を見付ける。 
・汚れの種類や場所によって清 
 掃の工夫は似ているな。 

      汚れを見付け、種            
      類分けした前時の 
 学習の振り返りを発表させ、 
 本時の学習の見通しとめあて 
 をつかませる。 

○今後の実践への意欲や達成感  
 を得ることができるようにゲ 
 ストティーチャーに、児童の 
 実践への更なる提案や工夫へ 
 の称揚をしてもらう。 

○課題解決の達成感を味わい、 
 今後の生活でも清掃の仕方を 
 工夫していけるように分かっ 
 たことや清掃後の気持ちも書 
 かせる。 

調べ、実践した結果を基に、汚れにあった清掃の仕方を考え、工夫す 
ることができる。 

◎前時の学習を振り返り、本時 
 のめあてをつかむ。 
・汚れには色々な種類があるこ 
 とが分かったよね。 

◎汚れを落とす工夫や、汚れが 
 落ちた様子を発表する。 
・古い歯ブラシを使った清掃の 
 工夫をみんなに伝えるよ。 

◎活動を振り返り、分かったこ 
 とや活動後の気持ちを考える。 
・清掃の仕方は汚れの種類で違 
 うことが分かった。 
・学校がきれいになって嬉しく 
 なった。 

◎ゲストティーチャーの話を聞 
 く。 
・清掃の工夫が適切だったよと 
 言ってもらえて嬉しかった。 

      発表や板書から気 
      付いたことを伝え 
 合わせ、汚れの種類や場所、  
 清掃の仕方の関係を班で見付 
 けさせる。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

児童の学びの姿 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

○汚れの種類と清掃の仕方の関 
 係を見付けやす 
 くするため、児 
 童の発表に合わ 
 せて、写真や掃 
 掃の工夫を板書 
 する。 

◎自分達の清掃の仕方を見直す。 
・新しい清掃の工夫を知ったか 
 ら、その方法でも試してみた 
 いな。 

      汚れに応じた清掃 
      の仕方をよりよい 
 ものにするために、他班の工 
 夫やゲストティーチャーの助 
 言を基に、自分達の実践の見 
 直しを考えさせる。 

○児童が工夫した清掃の仕方を 
 大型モニターや実際の道具を 
 利用して発表させ、視覚的に 
 理解しやすくする。 

発表から気付
いたことを個
人で考えた後、
班で伝え合い
関係性を見付
ける 

深い学びの
手だて 

実践した清掃
の仕方を見直
す 

ゲストティー
チャーの話を
聞く 

 
 
 
 
 

めあてを主体的 
につかませる 

前時の振り返りを発
表させたり、これま
での活動の様子を写
真で見せたりして、
本時のめあてをつか
ませる工夫をしまし 
ょう。 

 
 
 
 
 

ゲストティー
チャー等の活用 

日常生活の中の課題
解決を図る実践的な
学びを充実させるた
めに、学校の実態に
応じて、児童の実践
活動に助言をしてく
ださる家族の方やゲ
ストティ－チャー等
に協力を依頼しまし 
ょう。   

 
 
 
 
 

振り返り時間 
の確保 

児童が日常生活の中
の課題を解決し、そ
の活動による自己の
成長に気付けるよう
に、活動内容を振り
返るだけでなく、活
動を通して分かった
ことや活動後の気持
ち等を書かせる時間
を確保しましょう。 

教師の手だて 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

小学校体育科     

  

○手本の動画や技を美しくするた 
 めのコツを示すことにより、児 
 童に見通しをもたせる。 
○気付いたポイントを大切に学習 
 を振り返らせ、次への学びにつ 
 なげる。 
 
 

○友達の練習を観察する活動、友 
 達の動画と手本の動画を比べ助  
 言し合う活動を取り入れ、技を 
 美しくするために妥当性のある 
 ポイントを見付けるようにする。 

○自分の活動を動画で見たり、友 
 達からの助言やフィードバック 
 を得たりする場を設け、上達だ 
 けでなく、友達と協力すること 
 のよさを実感できるようにする。 

技を美しくするという
単元の見通しをもつ   

三つの技を習得する 
 
 
挑戦する技を選び、助言
と練習を繰り返し、技を 
より美しくする 

技の発表会を行う 
 
単元のまとめをする 

 ◎これまでの活動を振り返り、技が上達したことを実感する。  
 ・見付けたポイントに気を付けると美しい技にだんだんと近付いてきた。 
 ・ポイントに気を付けたり、友達と協力したりして、技が上手くなると嬉しいな。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

      毎時間、学習活動を振り返る場
を確保し、自分の運動が上達し
たことを実感するとともに、上
達した理由を考えさせるように
しましょう。 

運動することが、楽しさや喜び
を実感するだけでなく、体力向
上につながっていることにも着
目できる活動を取り入れましょ
う。 

運動に関する自らの課題を見い
だしたり、解決に向けた学習過
程を、単元の中に位置付けたり
して主体的に取り組めるように
しましょう。 

「開脚跳び」「台上前転」「かかえ込み跳び」を習得するとともに、その技の名称や行
い方を理解する。 

友達からの助言を受けて、「開脚跳び」「台上前転」「かかえ込み跳び」をより美しく
するためのポイントを考えたり、繰り返し練習したりして、上達した技を表現する。 

友達と協力して運動したり、考えや取組を認め合ったりして、「開脚跳び」「台上前
転」「かかえ込み跳び」に積極的に挑戦するとともに、試技前後の安全に配慮する。 

 ◎手本の動画を見て技のイメージをもち、その技を美しくするために活動すると 
  いう単元全体の見通しをもつ。 
 ・動画のように「開脚跳び」「台上前転」「かかえ込み跳び」が美しくできるよ 
  うになりたい。 

 ◎教師が示した技のコツに気を付けて練習し、三つの技ができるようになる。 
 ・コツに気を付けて練習すると、三つの技ができるようになった。 
 
 ◎挑戦する技をより美しくするためのポイントを考え、練習する。 
 ・手本と友達の動きを比べ、より美しくするためにアドバイスをしよう。 
 ・技を美しくするために見付けたポイントを意識し、繰り返し練習をしよう。 本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

 器械運動（跳び箱運動） ［第５学年］  

 技の美しさを単元を通して追求し、技を美しくするポイントを確認したり友達からの助言を受けたりしながら活 
 動し、その技の上達を実感するとともに、楽しさや喜びを味わう単元である。 

 全７時間 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
          
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

 
  

挑戦する技のポイントについて考え、友達からの助言を通してより美
しく表現することができる。 

学習の見通し
をもち、本時
のめあてを確
認する 

手本と自分達
の動きの違い
について、個
人で考えた後、
友達と話し合
う 

学習内容をま
とめる 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
挑戦する技を
美しくするポ
イントについ
て考え、練習
を工夫しよう 

まとめ 
友達からの助
言から見付け
たポイントを
意識すると、
より美しく表
現できる 

◎手本の動画や絵図を見て、本 
 時のめあてをつかむ。 
・手本の動きや絵図を参考にし 
 て、自分に合ったポイントを 
 見付けて練習すると、美しい 
 技に近付けそうだ。 

○できるようになったことや分 
 かったことに加えて、どのよ 
 うなポイントが効果的だった 
 のかについて振り返るように 
 する。 

振り返りをす
る 

 第４時／全７時 

◎友達の助言を意識して練習を  
 工夫する。 
・強く踏み切って跳んでみよう。 
・跳び箱の手前に手を着いたら 
 うまく回転できた。 

◎学習を振り返り、分かったこ 
 とをワークシートに書き、発 
 表する。 

      手本の動画を示し 
      たり、技のコツを 
 示した絵図を確認させたりす 
 ることで本時のめあてをつか 
 みやすくする。 

      自分や友達の動画    
      を手本の動画と比 
 べ、より美しくするポイント 
 について互いに助言し合うよ 
 うにする。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

      もう一度めあてを  
      確認し、友達の助 
 言から技をより美しくするポ  
 イントを考えさせる｡その後､ 
 考えたポイントを意識して練 
 習するように促す。 

◎手本と自分や友達の動きを比 
 べ、より美しい技にするため 
 に助言し合う。 
・手本と同じように跳び箱の手 
 前に手を着くといいよ。 
・強く踏み切り腰を高く上げて 
 跳ぶといいよ。 

・友達のアドバイスを意識して 
 練習すると上手くできた。 
・あごを引いて回るというポイ 
 ントを見付けた。 

児童の学びの姿 教師の手だて 

深い学びの
手だて 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
手本を視覚的に確認
するだけでなく、技
を上手にするコツを
示す等して、児童が
めあてを自分のこと
として捉え、主体的
に学ぶことができる
ようにしましょう。 

手本の動画や教師が
示したコツを手掛か
りにして、自分達の
動画を比べて留意す
ることを見付け、そ
の上で助言し合うよ
うにしましょう。 

 
個人で練習する前に、
めあてに立ち返った
り、留意するポイン
トを意識させたりし
ましょう。 
活動後の振り返りで
は、新たにできるよ
うになったことを考
えさせ、技の上達を
実感できるようにし
ましょう。 

見通しをもたせる
提示の工夫 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

上達を自覚 
する活動 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

〔台上前転のコツを示した絵図の例〕 

○三つの中から、挑戦する技を 
 選ばせ、導入で示した技のコ 
 ツに留意して練習させる。 
 
○練習の様子をビデオで撮影す 
 るとともに、同じ班の友達の 
 練習を観察させる。 

友達の助言を
意識して３人
組で活動する 

意義を明確に 
した話し合い 

台上前転 



中学校保健体育科     

本単元の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 全７時間 

○児童にとって特別な月日である 
 誕生日を扱うことで、興味や関 
 心を高めさせる。 
○誕生日等について伝え合うとい 
 う言語活動のモデルを見せるこ 
 とで、単元の見通しをもたせる。 

○ペアや班で英語を使ってコミュ 
 ニケーションを行う場を設定す 
 ることで、誕生日等について伝 
 え合うために必要な語彙や表現 
 を繰り返し用いて英語に慣れ親 
 しみ、表現の定着を図る。 

○慣れ親しんだ語彙や表現を活用 
 して言語活動を行う中で、自分 
 の言語活動を振り返る場を設定 
 することで、改善点や気付きを 
 促し、次の言語活動へ生かすこ 
 とができるようにする。 

  単元の見通しをもつ   

練習や自己表現活動、振
り返りを重ねながら、語
彙や表現に慣れ親しみ、
必要な表現を習得する 

言語活動を行う 
 
単元を振り返り、次への
課題をもつ 

   ◎好みや欲しいもの、誕生日について友達と伝え合うという言語活動を行い、自 
  分の考えや思いを他者に伝える。 
   ・相づちを打ちながらやり取りができたよ。 
   ・今まで知らなかった友達の一面を知ることができたよ。 

１ 単元の概要 

３ 単元のデザイン 

      言語を使用する場面を設定
し、実際に言語を使用して
互いの気持ちを伝え合う活
動を大切にしましょう。 

中学年の外国語活動で慣れ親
しんだ語句や基本的な表現等
の学習内容を繰り返し指導し、
定着を図りましょう。 

「聞くこと」「話すこと（やり取り・
発表）」に、「読むこと」「書くこ
と」を加え、中学校へつながる基礎的
な力を育てましょう。 

 ◎好みや欲しいもの、誕生日について友達と伝え合う単元全体のイメージをもつ。 
 ・同じ月でも日本とは季節が異なる国があるよ。 
 ・先生のように英語で会話ができるようになりたいな。 

 ◎好みや欲しいもの、誕生日について友達と伝え合うために必要な表現を習得し、 
  繰り返し表現する。 
   ・月と序数を使ったら、自分の誕生日が紹介できるよ。 
   ・好みや欲しいものが尋ねられるようになってきたよ。 
   ・友達に伝えるためにどのようなことに気を付けたらよいかな。 
   

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

小学校外国語科     

児童にとって大切な誕生日や行事を取り上げながら、日常生活に欠かせない月日、好みや欲しいもの、誕生日 
について友達と伝え合う単元である。 

   When is your birthday?  ［第５学年］ 

授業実践事例 
授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 
友達の好みや欲しいもの、誕生日に関するまとまりのある話を聞いて分かったり、伝え
合ったりする。 

積極的に取り組むとともに、他者に配慮しながら、好みや欲しいもの、誕生日について
友達と伝え合おうとする。 

知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

好みや欲しいもの、誕生日について友達と伝え合う際に必要な表現を理解するとともに、
それらについて尋ねたり答えたりする。 

児童の学びの姿 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

好みや欲しいもの、誕生日について、慣れ親しんだ表現を使って、相
手のことを考えながら伝え合うことができる。 

 第７時／全７時 

学習の見通し
をもち、めあ
てをつかむ 

やり取りをし
ながら、重要
表現に慣れる 
【Who am 
I ?】 
  
やり取りを重
ねながら、自
己表現の幅を
広げる  学習内容をま
とめる 

◎試行錯誤や対話を重ねながら、 
 よりよいコミュニケーション 
 の方法を探る。 
・自分の欲しいものをどのよう 
 に言えば伝わりやすいかな。 
・Really?  Me too! Nice.を使 
 えば、会話が続くね。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
好みや欲しい
もの、誕生日
について友達
と伝え合おう 

まとめ 
既習表現を使
用して会話を
すれば、好み
や欲しいもの、
誕生日を友達
と伝え合うこ
とができる 

◎スモールトークを行い、英語 
 学習に向かう気持ちを高める。 
・前の授業で習った表現だね。 
・集中して先生たちのやり取り 
 を聞こう。 

◎好みや欲しいもの、誕生日に 
 ついて友達と伝え合おうとい 
 う言語活動のモデルを示し、 
 本時のめあてをつかむ。 
・先生に関する情報をしっかり 
 聞き取ろう。 
・どの先生の情報かな。 

◎本時で学んだことを言葉で表 
 現し、新たな見通しをもつ。 
・相づちを打ちながらやり取り 
 するとお互いに気持ちいいね。 

      児童の関心のある 
      身近な先生の情報
（話題）を取り上げ、ALTが児 
 童とやり取りをしながら、モ 
 デルを示す。 

      言語活動を行う際 
      に、まずは言語活 
 動を実施し、語句や表現を繰 
 り返し使用する中で、表現の 
 仕方を徐々に理解させるよう 
 にする。 

○友達に伝える表現や友達のこ 
 とを考えた伝え方の工夫に関 
 する気付きを称賛し、全体で 
 共有する。 

      言語活動を振り返 
      り、上手くいった 
 点や改善点を考えるように投 
 げかけたり、分からない表現 
 等の全体指導を行ったりする。 

○スモールトークを行う際は、 
   教師とALT間で既習の表現を 
 使ってやり取りをしながら、 
 How about you? やWhat  
   do you think?  等と児童に 
   話題を振ることで、学級全体 
 で学習する雰囲気をつくる。 

○振り返りや全体指導を踏まえ 
 て、再度言語活動に取り組ま 
 せ、よりよい言語活動を行う 
 ことができるようにする。 

○教師の情報（話題）を取り上 
 げる際には、Who am  I?  
 Please guess.と児童の興味 
 を引きながら、内容を推測さ 
 せる。 

帯活動（スモ 
ールトーク） 
を行う 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

◎言語活動を行い、必要な語句 
 や表現に慣れ親しむ。 
・スムーズに友達に伝えられる 
 ようになってきたよ。 

児童の学びの姿 教師の手だて 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

英語表現の定着を図 
ったり、英語学習に
向かう意欲を高めた
りするために、既習
の表現を使って英語
で会話を楽しむ帯活
動 
を授業の導入に位置
付けましょう。 

「言語活動」「振り
返り・分からない表
現等の指導」「再び
言語活動」という段
階的な流れによって、
自分のことを伝え合
わせることで、児童
自らが改善点を見付
け、よりよいコミュ
ニケーションの方法
を考えられるように
しましょう。 

   
 
 
振り返りのポイント
（声の大きさやアイ
コンタクト等の伝え
方や表現の工夫）を
示し、具体的に振り
返りをすることで、
自己の学びを自覚さ
せましょう。 

児童の学びの質を
高めるPoint 

  自分の授業に取り入れて 
  みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

スモールトークの
位置付け 

段階的な指導を 
行う 

自己の学びを 
自覚させる 

（スモールトーク）



小学校特別の教科 道徳     

 最後まで粘り強く〔Ａ希望と勇気、努力と強い意志〕［第１学年］ 

自分がやらなくてはならないことは、最後まで粘り強く行おうとす
る心情を育てる。 

本時のねらい 

２ 本時の展開 

本教材は、音楽隊の演奏会に向けて
らっぱを担当しているこぐまが、う
まく演奏できずくじけそうになりな
がらも練習に取り組み、最後には演
奏会を成功させる話である。あきら
めかけて再び取り組んだこぐまの思
いを想像することで、ねらいに迫り
たい。 

児童が自立し、よりよく生きてい
くためには、自分がやらなければ
ならないことは、あきらめずに最
後までやり抜くことが大切である。
途中に困難や失敗があってもそれ
を乗り越えて、やり遂げる喜びや
達成感を大事にし、努力する自分
を認められる心情を育てたい。 

本学級の児童は、自分の行う
べきことに前向きに取り組ん
でいるが、自覚はあるものの
忘れたり十分行わなかったり
する児童もいる。また、嫌い
なことや苦手なことになると
くじけてあきらめてしまう児
童もいる。 

授業実践事例 

授業づくりの視点 

本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分がやらなくてはならないことは、最後まで粘り強く行おうとする心情を育てる。 
 

２ 本時の展開 

めあて 
うまくいかないこ
とがあったときも、
がんばりつづける
ためにはどうすれ
ばよいかな 

◎らっぱをかかえ家の前にすわるこぐま 
 は、どんなことを考えているでしょう。 
・練習してもできないよ。 

◎学習発表会の合奏の練習をしている時、 
 どんな気持ちですか。 
・頑張ろう。 
・うまくいかなくて嫌だな。 
・できそうにないな。 
・難しくてやる気がなくなったことがあ 
 ったよ。 

○こぐまのお面を用意し、役割演技をさ 
 せることで、うまくらっぱが吹けない 
 時の思いを捉えられるようにする。 

教師の発問と児童の学びの姿 教師の手だて 

学習発表会の練習
を想起し、めあて
をつかむ 
 

教材「こぐまのら 
っぱ」を読んで、
話し合う 

◎また練習を始めたこぐまは、どんなこ 
 とを思いながら練習を続けたでしょう。 
・もっといい音を出したいな。 
・みんなを喜ばせたいな。 
・応援してくれる友達のために頑張ろう。 

      ワークシートや役割演技で 
      こぐまが練習を続けた時の 
 気持ちを表現させることで、こぐまと 
 自分を重ね、役割や責任感に気付くこ 
 とができるようにする。 

対話的な学
びの手だて 

       
    
      学習発表会の合奏の曲の楽 
      譜を提示することで、今ま 
 での曲とは違い難しいということを思 
 い起こさせる。そうすることで、学習 
 発表会に向けた様々な気持ちを語らせ、 
 本時のめあてにつなぐようにする。  

主体的な学
びの手だて 

      道徳科の目標、学級や児童の実態を
踏まえた上で、授業全体の方向性を
問題解決的な学習としつつ、登場人
物への自我関与や役割演技等の疑似
体験から考えを導き出す等の指導方
法の工夫をしましょう。 

多様な感じ方や考え方に接する
中で、児童が自分の生き方につ
いての考えを深めることができ
るように、書く活動、話し合う
活動、動作化、役割演技等の言
語活動を取り入れましょう。 

道徳性を養う中で、児童自身
が道徳的価値をこれまでの自
分の経験やそのときの感じ方、
考え方と照らし合わせながら、
自分との関わりで考える学習
を行いましょう。 

１ 主題の設定 

本時のねらい 

主題の概要 学級の実態 使用する教材の概要 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



     見取る方法：全体の交流場面やワークシート等から 

 最後まで粘り強く取り組もうとする意欲の高まりを 
 見取る。 

・ 

 自分だけでなく、周りの人も嬉しい気持ちになるこ 
 とに気付いている姿を見取る。 

   見取る方法：ワークシートや発表等から 

・あきらめずに練習を続けてでき 
 るようになって、お客さんに見 
 てもらいたいな。 
・鍵盤ハーモニカの演奏で間違え 
 ても、あきらめずがんばる。 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

・こぐまも嬉しかったけど、見に 
 来ていたお客さんも喜んでくれ 
 たよ。 
・跳び箱が跳べたよ。お家の人が 
 喜んでくれて嬉しかったよ。 

本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

◎演奏会後、鳴りやまない拍手を聞いて、 
 こぐまはどんな気持ちになったでしょ 
 う。 
・あきらめなくてよかった。 
・みんなと一緒に演奏でき、楽しかった。 

◎うまくいかなくても、あきらめずに頑 
 張ったことを紹介してください。 
・水に顔をつけるのがこわくてできなか 
 ったけど、おふろでも練習を続けて、 
 伏し浮きができた。お家の人も喜んで 
 くれて嬉しかった。 

◎今日の学習で分かったこと、できたこ 
 と、考えたこと等を教えてください。 
・こぐまの気持ちを考えることをがんば 
 ったよ。 

○適宜、補助発問や問い返しをして、多 
 面的にこぐまの気持ちを考えることが 
 できるようにする。 

深い学びの
手だて 

     体育科での活動の写真を提示 
     したり、１学期の学習を想起 
 させたりすることで、自己を振り返る 
 ことができるようにする。 

○教師が自分の体験談を語ることで、ね 
 らいの根底にある道徳的価値をより身 
 近に考えられるようにする。 

教師の手だて 教師の発問と児童の学びの姿 

自分の生活を見つ
め、努力してでき
るようになったこ
とと、その気持ち
について考える 

振り返りをする 教師の説話を聞く 

３ 評価 以下の二つの視点から教師が見取り、授業改善につなげ、学期末の個人評価の参考資料とする。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 問い返しや揺さぶりをかける発問、また、
主人公以外の別の立場の人物の気持ちを
考えさせる発問等を行い、児童に一つの
見方だけではなく、いろいろな見方から
考えさせるようにしましょう。 

自己の生き方について考えを
深めるために、自分のこれま
での生活を見つめ、児童が気
付きや自らの成長を実感する
場の設定をしましょう。 

自分自身の生き方の問題と
いう実感を児童にもたせる
ために、日常生活から道徳
的問題を考え、その解決に
向かえるようにしましょう。 

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか 一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか 

児童の学びの質を高めるPoint 自分の授業に取り入れてみましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、一定の時間や内容のまとまりの中で、 
  実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

日常生活から道徳的 
問題を捉えさせる 

多様な考えを 
促す 

 

自分の生活を 
見つめる 



 全４時間 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

      英語に慣れ親しむ活動や友
達との関わりを大切にした
体験的なコミュニケーショ
ン活動を行いましょう。 

言語活動を設定し、見通しをも
つ、慣れ親しむ、言語活動を行
う、まとめと振り返りを行うと
いう学習過程を意識しましょう。 

「聞くこと」「話すこと(やり取り･
発表)」の音声面を中心として、コ
ミュニケーションを図る素地を育成
し、高学年の学びにつなげましょう。 

身の回りにはアルファベットの文字で表されているものがあることに気付くとともに、
アルファベットの大文字とその読み方に慣れ親しむようにする。 
自分の姓名の頭文字を聞いたり、話したりして、自分の考えや気持ち等を伝え合う力の
素地を養う。 

 
相手に伝わるように工夫しながら、自分の姓名の頭文字を伝えようとする。 
 

小学校外国語活動    

 ALPHABET  ［第３学年］ 

身の回りにあるアルファベットの大文字を取り上げることで、児童の文字への興味・関心を高め、大文字とそ 
の読み方に慣れる単元である。 

中学校保健体育科     

本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

  単元の見通しをもつ   

練習や言語活動、振り返
りを重ねながら、語彙や
表現に慣れ親しむ 

言語活動を行う 
 
単元を振り返り、次への
課題をもつ 

 ◎自分のイニシャルを紹介するという言語活動を行い、自分の伝えたいことが 
  相手に伝わる楽しさに気付く。 
   ・自分のイニシャルをたくさんの友達に伝えたいな。 
   ・名前が違うのに、友達と自分のイニシャルは同じだったよ。 
   ・上手に友達に伝えることができたよ。 

 ◎自分のイニシャルの紹介をするという単元全体のイメージをもつ。 
   ・アルファベットがいろいろなところに使われているな。 
   ・先生のように英語で自己紹介ができるようになりたいな。 

 ◎自分のイニシャルの紹介をするために、必要なアルファベットの大文字とそ 
  の読み方や伝えるための表現に慣れ親しむ。 
   ・アルファベットが読めるようになってきたよ。 
   ・友達に伝えるためにどのようなことに気を付けたらよいかな。 

本時 

○自分の身の回りにあるアルファ 
 ベットの大文字を探すことで、 
 興味や関心を高めさせる。 
○自分のイニシャルの紹介をする 
   という言語活動のモデルを見せ 
   て、単元の見通しをもたせる。 

○ペアや班で英語を使って コミュ 
 ニケーションを行う場を設定し、 
 アルファベットの大文字や表現 
 を繰り返し用いることで、英語 
 に慣れ親しませる。 

○慣れ親しんだアルファベットの 
 大文字や表現を活用して言語活 
 動を行う中で、改善点に気付か 
 せたり、全体に指導をしたりす 
 ることで、よりよい言語活動を 
 行うことができるようにする。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

相手に伝わるように工夫しながら、自分のイニシャルを伝えようとす
る。 

 第４時／全４時 

学習の見通し
をもち、めあ
てをつかむ 

やり取りをし
ながら、使用
表現に慣れる 
【自分のイニ
シャルを伝え
てカードを友
達がとる】 
 
やり取りを重
ねながら、さ
らに自己表現
の幅を広げる
【相手に自分
のイニシャル
を紹介できた
ら、カードを
渡す】 
学習内容をま
とめる 

◎言語活動をよりよくするため  
 に、改善点を考える。 
・改善点を意識して友達に話す 
 と伝わりやすくなったよ。 
・自分のイニシャルがきちんと 
 友達に伝わるように、はっき 
 りと言おう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
自分のイニシ 
ャルを友達に
伝えよう 

まとめ 
イニシャルを
友達に伝える
ためには、声
の大きさ、表
情、アイコン
タクト等に気
を付けると伝
わりやすい 

 
◎終末で達成する言語活動のモ 
 デルを示し、本時のめあてを 
 つかむ。 
・KとFが聞こえたけど、何かな。 
・Kevin先生のKだね。 
・自分のイニシャルを友達に伝 
 えたいな。 

◎言語活動を体験することを通 
 して、語句や表現に慣れ親し 
 む。 
・自分のイニシャルがちゃんと 
 友達に伝わったよ。 

◎本時で学んだことや気付きを 
 言葉で表現し、自分の学びを 
 自覚する。 
・友達の目を見ながら、イニシ 
 ャルを伝えたよ。 
・名前は違っても、イニシャル 
 は同じで、おもしろいね。 

       
     自分のイニシャルの 
     紹介をするという言 
 語活動のモデルを担任とALT 
 が実際に行うことで、児童に 
 言語活動の見通しをもたせる。 

     同じ語句や表現を別 
     の場面で繰り返し用 
 いることで、使い方をよりよ 
 く理解できるようにする。 

     言語活動は一度で終 
     わるのではなく、児 
 童にやり取りをさせた後に、 
 改善点に気付かせたり、全体 
 に指導をしたりする。そうす 
 ることで、児童全員が気付き 
 や改善点を共有し、その後の 
 言語活動をよりよく行うこと 
 ができるようにする。 

○学級の中で同じイニシャルを 
 もつ児童を紹介し、「名前は 
 違ってもイニシャルは同じで 
 ある」というイニシャルの面 
 白さに気付かせる。 

○聞こえたアルファベットとそ 
 の組み合わせから、会話全体 
 の内容を推測させ、自然な音 
 声と場面から意味を聞き取ろ 
 うとする態度を育てる。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

児童の学びの姿 教師の手だて 

 
 
 
 

 
 
 

児童が体験的なコミ 
ュニケーション活動
を実際に行う中で、
表現に慣れ親しむこ
と、英語を使用する
楽しさを感じること
を大切にしましょう。 

日本語で一方的に説
明するのではなく、
教師とALT等で言語
活動のモデルを示す
ことで、行う言語活
動を児童が理解でき
るようにしましょう。
 

言語活動を行う中で、
児童が本時のそれま
での活動を振り返る
場を設定し、言語活
動をよりよく行うた
めの改善点等に気付
かせましょう。そし
て、その後、気付き
を生かしながら言語
活動を行う場を再度
設定しましょう。 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

○伝え方の工夫についての気付 
 きを称賛し、全体で共有する。 
 

言語活動の見通し
をもたせる 

体験から 
慣れ親しませる 

改善点に 
気付かせる 

 



３ 単元のデザイン 全40時間 

 児童が生活している地域の魅力について、訪問して聞く等の情報収集、整理・分析、まとめ・表現という一連 
 の過程を繰り返す事を通して、地域の魅力を「お宝」として再発見する単元である。 

 ２ 探究課題の解決を通して育成を目指す資質・能力 

  各教科等で身に付けた資質・能力を
どの学習活動でどのように活用すれ
ばよいのかを考えながら進めましょ
う。 

  単元を通して①課題の設定、②情報
収集、③整理・分析、④まとめ・表
現の一連の探究のプロセスを繰り返
すように設定しましょう。 

地域の人々が伝統や文化を保護・活用し、大切に受け継いていることを理解する。 

施設や人、行事、自然等様々な視点から地域の魅力に関心をもち、調べたいことを見付
け、地域の人や家族、友達と進んで関わりながら調べたり、まとめたりする。 

地域の魅力をまとめる取組を通して、地域のよさに気付いたり、地域の人々に支えられなが
ら生活していることに気付き、地域を大切にしていこうとする気持ちを育む。 

中学校保健体育科     
本単元の流れ 児童の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

  身近な地域の施設を知る 
【課題の設定】 
【情報収集】（体験） 
       
 

【整理・分析】 
【まとめ・表現】 
  （次の課題設定） 

地域の他の特徴を考える 
【情報収集】（体験） 
【整理・分析】 
 
【まとめ・表現】 

伝えたいことをまとめる 
【課題の設定】 
【整理・分析】 
【まとめ・表現】 

◎地域を調べて見付けたお宝を、他の学級や２年生にどう伝えるかを考える。 
・ここまで調べた内容を、他の学級や２年生にどう伝えようか。 
・分かりやすいように、パンフレットにまとめたらどうだろう。 
・友達の発表を聞いていると、さらに知りたいと思うことが多くあった。地域には 
 いろんなお宝があるよね。まとめは大変だったけど、すごく楽しくできたよ。 

◎社会科の地域探検を振り返り、地域の施設について知っていることを伝え合う。 
・科学館ならよく行っているし知っているよ。 
・科学館の中に石器等を調査する部屋があるなんて知らなかった。 
・「何人で調査をしているの」等、聞きたいことがまだまだあるぞ。 
◎より詳しく知るために、繰り返し訪問し、新たに知ったことも併せてまとめる。 
・聞いた内容をまとめるために、まずは付箋に書き出して整理してみよう。 
・この発表で、聞いた内容をしっかり伝えることができたかな。 
・他のお宝も調べたいな。 

◎視野を広げ、地域には、他にどんなお宝があるか調べる。 
・地域のお宝がたくさん集まったな。 
・調べた情報を分類すると同じものもあるね。 
・なぜ、地域のお宝と言えるのかな。情報を基に理由も考えよう。 
・みんなの発表を聞くと、地域には、いろんなお宝があることが分かったね。 
・調べてまとめたことを参観日で発表するとドキドキしたけど伝わったかな。 

本時 

小学校総合的な学習の時間    

 地域学習［第３学年］ １ 目標を実現するにふさわしい探究課題 
① 

② 

③ 

④ 

総合的な学習の時間に
おける児童の学習の姿 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業実践事例 
授業づくりの視点 © 岡山県マスコット 

ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 児童の学びの姿 教師の手だて 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

班ごとにパンフレットに載せたいお宝とそれを選んだ理由を説明し
合い、各班の発表内容についてよかったところや改善点を考えるこ
とができる。 

      三つの視点（よく 
      考えたこと、もっ

とよくしたいこと、次にやり
たいこと）から振り返り、そ
の内容を発表することで、今
後の学級全体の活動イメージ
がもてるようにする。 

◎前時の学びを振り返り、本時
のめあてを考える。 

・前の時間は地域の特徴（お
宝）を班でまとめたので、今
日は班発表をします。 

◎前時にまとめた内容をどう発
表するかを話し合う。 

・私が全体の進行をします。 
・私は前半の発表します。 

◎本時の学習を振り返り、今後
の取組の見通しをもつ。 

・他の班からの助言を基に、お
宝のまとめ方の改善点を考え
ることができた。 

・なぜ調べようと思ったかの理
由等、聞いてくれる人を意識
してまとめたい。 

・まとめだけでなく、発表につ
いても練習したい。 

○前時にまとめた資料を見るこ
とで、内容を想起するととも
に、進行や発表等、班内の役
割分担を確認させ、スムーズ
な発表につなげる。 

探究のプロセスを児
童に意識させ、思い
に寄り添いながら本
時のめあてをつかむ
ことができるように
しましょう。 

振り返りは、毎時間
同じ視点で書くこと
で、内省を促すよう
にしましょう。また、
発表することで、学
級全体で共有するよ
うにしましょう。 

      発表を聞く視点  
      （よかった点、改

善点）を示した助言シートを
基に他の班の発表を聞き、よ
りよい発表に向けて相互に助
言できるようにする。 

聞く視点を示した
ワークシートを活用
し、聞き手としての
自分の考えを整理し、
他班の改善につなが
る助言ができるよう
にしましょう。 

第31時／全40時 ４ 本時の展開 

めあて 
班でまとめた
お宝について、
よりよい発表
になるよう準
備しよう 

前時までの学
習を思い出し、
本時のめあて
をつかむ 

班での話し合
いをもとに発
表し、発表の
工夫について
助言し合う 

振り返りを行
う 

本時のねらい 

○探究課題を見付け、主体的に解
決しようとする等の探究のプロ
セスのサイクルを繰り返し設定
し、それぞれの過程を、児童が
意識できるようにする。 

○友達と協働して課題を解決する
ために、自分の考えたことを伝
え合ったり、学級や班で考えを
集約したりする等の場を設定す
る。 

○振り返りの時間を確保するだけ
ではなく、その視点も示し、聞
き手を意識した発表の仕方等の
新たに身に付けた資質・能力の
自覚ができるようにする。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

深い学びの
手だて 

対話的な学
びの手だて 

      探究のプロセスを 
      提示し、本時がど

の過程で、今日は何をすれば
よいのかについて、児童に考
えさせ、本時のめあてをつく
る。 

まとめ 
他の班の助言
を参考に、よ
りよい発表に
する修正点に
気付いた 

主体的な学
びの手だて 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

 
めあてを主体的に
つかませる 

 
考えを整理する 
技法の活用 

 
視点をもたせた 
振り返り 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

◎他の班の発表を聞き、よりよ
い発表にするために助言する。 

・地図があった方が、場所がよ
く分かると思う。 

・お宝を選んだ理由を書いた方
がよく伝わると思う。 

・よく伝わるまとめをしている
から、もっと自信をもって発
表すればいいと思う。 

取組をまとめ
る 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

 小学校生活の思い出が形として残る卒業アルバムの学級ページについて、友達の意見を否定するのではなく、ど 
 のような価値があるのかに目を向けながら話し合い、学級全体にとってよりよい合意形成を行い、決まったこと 
 について友達と協力して取組を進める議題である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 卒業アルバムの学級ページを考えよう ［第６学年］ 学級活動（１） 

  

○卒業アルバムについて、家族に 
 インタビューしたり、家族から 
 卒業アルバムを見せてもらった 
 りする場を設定する。 
○提案理由や話し合いのめあて等 
 を掲示して見通しをもたせる。 

○「出し合う・比べる・まとめる」 
 といった流れで話し合いを行う 
 ようにしておき、話し合いが可 
 視化された板書を位置付けるこ 
 とで、互いの意見に目を向けや 
 すくする。 

○話し合った過程や内容を教室に 
 掲示しておくことで、みんなの 
 願いとして挙げられた複数の視 
 点を関連付けやすくする。 
○それぞれの意見に対する理由や 
 根拠を確認するように促す。 

○事前の活動 
 活動の見通しをもつ 

○本時の活動 
 みんなで話し合って合意  
 形成をする 

○事後の活動 
 活動について振り返り、  
 まとめをする 

◎決まったことを基に、学級ページに載せる具体的な内容やデザインを決め、ア 
 ルバムを作成して振り返る。 
・現在の素直な思いを学級ページに書くことで、将来、卒業アルバムを見た時に 
 きっとなつかしく思えるだろう。 
・自分事として本気で話し合うことができたから、すてきなアルバムになったぞ。 

１ 議題の概要 
２ 活動を通して育成を目指す資質・能力 

３ 活動のデザイン 

  学級活動（１）では、「事前の活動」「本時の活動」「事後の
活動」といった一連の活動を児童が主体的に行うことによって、
自発的、自治的な学級の生活づくりが展開されることになりま
す。学習過程を明確にした授業づくりを行いましょう。 

卒業アルバムの価値や、卒業アルバムの学級ページの内容について、学級全体としての
意見をまとめる話し合い活動の効率的な進め方等について理解する。 

卒業アルバムの学級ページの内容を話し合う中で、自分の役割や責任、学級全体として
のよりよい内容や方法等について考え、互いに信頼し支え合って実践する。 

卒業アルバムの学級ページづくりに関心をもち、友達と協力して話し合ったり、実際に
ページを作成したりすることに取り組もうとする。 

◎議題である卒業アルバムの学級ページについてのイメージをつかむ。 
・家族にインタビューしてみると、卒業アルバムの大切さがよく分かった。 
・自分たちにとって価値ある内容を載せるために、みんなで話し合いを深めたい。 

◎みんなでよりよい学級ページの内容を決める。 
・様々な意見が挙がってきたが、意見を組み合わせたり、よいところを基にして 
 新たな意見を生み出したりすると、自分にとってもみんなにとってもよいもの 
 に決めることができるんだな。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

小学校特別活動    

  各教科等で児童が学んだ知識や技能を、
教師が関連付けて整理しておき、特別
活動における集団及び個人の問題解決
のために活用できるようにしましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本活動における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

本活動の流れ 児童の学びの姿 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

提案理由や話し合いの視点を基に、個人の思いや学級にとっての価値
に着目しながら話し合いを進め、学級ページを考えることができる。 

１ はじめの 
 言葉 
２ 司会班の  
 自己紹介 
３ 議題「卒  
 業アルバム 
 の学級ペー 
 ジを考えよ 
 う」の確認 
４ 提案理由 
 やめあての 
 確認 
５ 決まって 
 いること・ 
 視点の確認 

６ 話し合い 
 
 
 
 
７ 決まった 
 ことの確認 

８ 話し合い 
 の振り返り 
 
９ 先生の話 
 
10  終わりの 
 言葉 

◎出された意見とその意見がも 
 つ価値について比べ合う。 
・「将来の夢」の意見は、学級  
 ページではなく、「各自のプ 
 ロフィール」に入れてもいい 
 のではないか。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

話し合いの 
めあて 

自分やみんな
にとってより
価値のある意
見はどれか考
えながら発言
したり、友達
の意見を聞い
たりしよう 

◎司会班から提案理由や話し合 
 いの視点等が確認されたこと 
 を基に、よりよい意見は何か 
 について考えるという見通し 
 をもつ。 
・卒業アルバムは、未来の自分 
 たちを元気にしてくれるもの 
 だったな。提案理由を意識し 
 て話し合っていくぞ。 

      提案理由や話し合     
      いの視点等を黒板 
 に掲示して確認することで、 
 話し合う内容について共通理 
 解できるようにする。 

      赤色（賛成）の印 
      で児童の意見の可 
 視化を図り、話し合いの状況 
 等を整理された板書で示す。 
 出た意見とその価値を掲示し、 
 線で結ぶように黒板係に伝え 
 ておく。 

○「先生の話」では、司会を担 
 当した班のがんばりや新たな 
 視点や価値で意見を捉え直す 
 ことができた児童を称揚した 
 り、事後の実践に向けて、み 
 んなで協力してよりよい学級 
 ページにしていくことを助言 
 したりする。 

      選ばれなかった意 
      見についても、他  
 の内容との統合を検討したり 
 根拠を見極めたりすることを 
 投げかける。 

◎提案理由等を踏まえて、学級 
 ページの内容を決定する。 
・個人的な内容より、学級全体 
 の内容の方がふさわしいと考 
 えを修正したぞ。決定する根 
 拠がみんなの願いに沿ってい 
 ることが大切なんだな。 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

○事前の活動において、司会班 
 とタイムスケジュールを確認 
 しておくとともに、話し合い 
 の流れに応じて重点的に話し 
 合う内容を学級全体で共通理 
 解を図るようにする。 

児童の学びの姿 教師の手だて 

主体的な学
びの手だて 

本時の流れ 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

 
 
 

 
 
 

話し合う内容の 
確認 

 
 
 

話し合いの流れの
可視化 

理由や根拠の 
確認 

児童の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

児童自ら課題を見い
だし、本気で解決し
たい内容を議題に取
り上げるようにしま
しょう。その際、提
案理由等を明確にし
て話し合えるように
示しておくことを大
切にしましょう。 

話題の中心や賛成意
見の数等を黒板に視
覚的に位置付けるよ
うにしましょう。そ
の際、色分けをした
り線で結んだりして
分かりやすく位置付
けておくことで、児
童自身が意見を比べ
られるようにしまし 
ょう。 

少数意見を大切にし
ながら互いの意見を
精査して、折り合い
を付けた話し合いが
できることを目指し
ましょう。その際、
それぞれの意見が出
された理由や根拠を
明確にすることを大
切にしましょう。 



作品の魅力について、読み取ったことを知識や経験と結び付けて自分の考えをまとめ、その意見を交流すること
を通して、自分の考えを広げたり深めたりする単元である。 

３ 単元のデザイン 

「走れメロス」の魅力について、意見交流会をしよう ［第２学年］ Ｃ読むこと 

中学校国語科     

  全８時間 

２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 
１ 単元の概要 

抽象的な概念を表す語句の量を増やすとともに、発表したり文章表現したりすることを
通して、語感を磨き語彙を豊かにする。 

複数の情報を整理しながら、登場人物の言動の意味などを考え、解釈した内容や考えた
ことを既習の知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりする。 

目的や意図に応じ、内容や表現の仕方に注意して文章を読み、自分で言葉を選び豊かに
表現しようとする。 

○「意見交流会」という言語活動 
 を通して、「読むこと」の単元 
 への見通しをもたせる。 
○学習計画表等を基に単元で学習 
 することを確認させる。 

○名言や名場面を選び、選んだ理 
 由を付けて発表し、お互いに感 
 想を交流させる。意見を比較し 
 たり、理由を述べたりすること 
 で考えを深められるようにする。 

○知識や経験と結び付けて、価値 
 ある言語表現に着目し、考えさ 
 せることで、豊かな表現にする。 
○思考を深めるために語彙集を示  
 して活用させ、語彙力を養う。 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

 
 
 
 
 
 
 
 

単元の見通しをもつ 
              

作品全体の内容をつかむ   

名言や名場面の感想を交
流して自分の考えを広げ
深める 
             

作品の魅力について自分
の考えをまとめる 

意見交流会をする 
            

単元のまとめをする 

◎単元を通して学んだ作品の魅力を、自分の知識や経験と結び付けてまとめ、学 
 級で意見交流会をする。 
・友達の意見を聞き、新しい発見があって作品の魅力を自分で再考できた。 
・作品の魅力を表現するために、既習の読み方や語句を使うことができた。 

◎意見交流会に向けて作品の魅力をまとめるという単元全体のイメージをつかむ。 
・自分の好きな名言や名場面を選び、みんなの感想が聞けておもしろそうだ。 

◎作品の中の名言や名場面を選び、理由を付けて班で発表し、お互いに感想を交流 
 する。 
・自分とは違う見方があり、自分の考えを広げる参考になった。 
・友達の選んだ名言とその理由等を聞くと、自分も共感できるところがあった。 
・友達の意見に感想を伝えることで、自分の考えが整理できた。   

本時 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

授業実践事例 
授業づくりの視点 
身に付けたい力を育成するために、価
値ある言語表現に着目し、考え、表現
できるよう言語活動を設定しましょう。 「読むこと」の領域では、「構造と内容の把握」「精査・解

釈」「考えの形成、共有」という学習過程における指導事項
を確認した上で、単元のまとまりで授業を構想しましょう。 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

生徒の学びの姿 本単元の流れ 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



 
 
 
 

見通しをもたせ 
めあてを確認 

 
 
 
 

４ 本時の展開 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

「走れメロス」の名言を選んで発表し、感想交流を通して、自分の考
えをまとめることができる。 

 
 
学習の見通し
をもち、本時
のめあてを確
認する 
 
 

 
 
 
 
 
 

振り返りをす
る 

 第４時／全８時 

めあて 
名言について
発表し、感想
を交流しよう 

まとめ 
名言に着目し
て発表し、感
想を交流する
ことで、自分
の見方や考え
方が深まる 

本時のねらい 

◎学習計画表で前時を振り返り、 
 教師が例示した名言の発表の 
 仕方を見て、本時のめあてを 
 捉える。 
・班発表を通して、自分の考え 
 をまとめていくんだな。 
・自分が発表するだけでなく友 
 達の発表へ感想を伝えること 
 が必要なんだな。 

◎４人班になり、自分で選んだ 
 名言ベスト３を理由も付けて 
 発表する。  
・自分と違う王様の言葉を選ん 
 でいておもしろいな。 
・メロスの言葉は読み手を引き 
 付ける力があるな。 

◎発表のよかった点やその理由、 
 新しく気付いたこと等、お互 
 いに友達の意見について感想 
 を交流する。 
・友達が選んだ「私も殴れ」の 
 言葉とその理由を聞き、２人 
 の友情の深さに気が付いた。 
・先生のアドバイスで、メロス 
 の言葉の意味が新たに読み取 
 れて、考えがまとまった。 

◎本時の学習を振り返り、次回  
 の学習への見通しをもつ。 
・友達に自分の感想を伝えるこ 
 とで自分の考えが整理できた。 
 次は名場面を学習するんだな。 

     学習計画表と名言  
     発表の型を例示す
ることで、本時の見通しとめ
あてをつかませる。 

○授業内容と家庭学習をつなぐ 
 ために、宿題で発表用原稿を 
 推敲させる。教師は机間指導 
 の中で内容を確認して、でき 
 ている内容に丸を付けたり、 
 具体的にほめたりする。 

     他者の見方や考え 
     方を知り、自分の 
考えと比較できるように４人
班で伝え合う場を設定する。
発表の際には、選んだ理由も
付けて発表させる。 

      選んだ名言と解釈 
      が適切かどうかを 
 評価したり、語彙集を使用し 
 て、より的確な表現はできな 
 いかを考えさせたりする。そ 
 の際、人物設定や場面展開等、 
 優れた表現に着目して、考え 
 るように助言する。見本とな 
 る表現は称賛して、全体へ紹 
 介する。 
 

○名言を選び、理由を付けて発 
 表して感想を交流できたか、 
 作品に対してどのような考え 
 がもてたか等について、学び 
 の振り返りをさせる。 

教師が個別に学びを
見取り、丸を付けた
り、助言したりして、
学びを価値付けまし 
ょう。その際、「言
葉」に着目して、理
解させたり、表現さ
せたりすることを大
切にしましょう。 

学習内容をま
とめる 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

生徒の学びの姿 教師の手だて 

単元の流れを示した
学習計画表等を基に、
本時の位置付けを確
認しましょう。その
際、身に付ける力を
意識して、何につい
て学習するのか等、
見通しがもてるよう
にしましょう。 

※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
 の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

 
 
 
 生徒が考えを友達と
比較し自分の考えを
もつために、違いや
理由等を伝え合う機
会を設定しましょう。
目的や意義を明確に
し、教師がペアや班
等の適切な形態を設
定しましょう。 

目的や意義を明確
にした話し合い 

「言葉」に着目 
させる支援 

 

班で自分の考
えを発表する 
 
 
 
 
 
 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

本時の流れ 

友達の発表に
対して感想を
伝え合う 



中学校保健体育科     

 中部地方の各産業がどのように発展・変化してきたかについて、位置や分布等の地理的な見方・考え方を働か 
 せながら、その理由や経緯を追究し、現在はどのような特色をもつ地域であるかを捉える単元である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 日本の諸地域～中部地方～ ［第２学年］ 

中学校社会科     

  

 全５時間 

○人口や産業の集中等の社会的事 
 象から課題を見いだす場を設定 
 することで、学習課題を自分事 
 として捉えさせる。 
○単元全体を学習記録を基に振り  
 返らせ、次の単元につなげる。 
 

○中部地方の産業の特色について 
 自分の考えを友達に伝えた上で、 
 自分の考えとの違いを比べる場 
 を設定することで、自分にはな 
 い新しい視点に気付かせる。 
 

単元の課題をつかむ 

東海地域で工業が発達した
理由について読み 
取る 
 
名古屋大都市圏と他地域の
結び付きについて理解する 

単元のまとめをする  ◎分かったことや考えたことをまとめ、今後の授業や自らの生活に生かす。 
 ・交通の便がよく、水が豊富に得られることは、工業以外の産業でも重要だ。 
 ・私達の地域にはインターチェンジがあるから、部品工場が多いんだな。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

    自分と社会との関わりを意識した課題を発見し、
資料を集めて分析した後に、結果や分かったこと
をまとめる等の計画を立てる場面を設け、生徒が
見通しをもてるようにしましょう。 

課題について選択・判断したり、比較したりする際
に、政治的な面から考えるとどうか、外国の立場か
ら考えるとどうか等、多面的・多角的に話し合いが
できる授業づくりを工夫しましょう。 

中部地方の三つの地域では、地形や自然環境等により異なる産業が発達したことを理解
する。また、それぞれの地域の産業の特色を理解する。 
中部地方の地域的特色を、産業を中核とした考察をもとに多面的・多角的に地域的特色
を捉え、その過程や結果を友達に分かりやすく表現する。 
中部地方の特色について、進んで思考・表現しようとしたり、社会的事象と自分との関
連性に気付き、本単元で学習したことを自らの生活に生かそうとしたりする。 

 ◎産業の視点から見た中部地方の特色に関心をもつ。 
 ・今までに習った他の地方と比べると、盛んな産業の特色が分かりそうだ。  
 ・中部地方には富士山があるから、観光業が発達しているのではないか。 

 ◎東海地域で工業が発達した理由について、資料を根拠に予想する。 
 ・名古屋港があり、製品の輸送に便利だから、工業が発達したのではないか。 
 ・東海地域は人口が多いから、工場で働く人には困らないだろう。 
 
 ◎中部地方と、世界との結び付きについて考えたことを伝え合う。 
 ・環太平洋経済圏構想により、ロシアや中国との交流が盛んになっているな。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

○農業、工業、観光業等の産業が 
 発達した理由について、その理 
 由は他の産業についても言える 
 ことなのかを問うことで、考え 
 る視点を広げさせ、概念的な知 
 識を獲得させる。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

東海地域で工業が発達した理由について、自然的条件や社会的条件と 
関連付けながら追究し、自分の考えをまとめることができる。 

 
 
 
 

 第２時／全５時 

 
 
 

 
 

 

本時のめあて
をつかむ 

予想した理由
について友達
と比較し、自
分の考えを発
表する 

振り返りをす
る 

◎学習して分かったことや、自 
 分で考えたことをまとめる。 
・工業発達のためには、交通の 
 便や資源だけでなく、歴史や 
 伝統も関係しているんだね。 
・他地域の工業発達の経緯につ 
 いても、調べてみたいな。 

社会的事象について
の考えを交流させる
際には、友達の考え
を踏まえながら自分
の考えを発表させる
等、話し合いながら
新しい視点に気付か
せたり、自分の考え
方を広げさせたりし
ましょう。 

生徒が考えている内
容について、他の社
会的事象についても
応用できるかどうか
を考えさせる発問を
行いましょう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
なぜ東海地域
で工業が発達
したのかにつ
いて、資料を
根拠に説明し
よう 

まとめ 
東海地域は交
通の便がよく、
水が豊富に得
られる等社会
的・自然的条
件に恵まれて
いるため、工
業が盛んにな 
った 

◎学習の見通しをもつ。 
・今日は中部地方の産業の中で 
 も、特に東海工業地域につい 
 て学習するのだな。 
・前の単元で行った、資料収集 
 の方法やまとめの仕方は、こ 
 の単元でも使えそうだな。 
・なぜ東海工業地域で工業が発 
 達したのかな。理由を説明す 
 るためには、どんな資料が必 
 要だろう。 

◎予想した理由を裏付ける資料 
 を選択し、それを根拠に互い 
 に考えを発表する。 
・工業が発達したのは、Ａさん 
 が理由に挙げた名古屋港があ 
 ることに加え、水を豊富に利 
 用できる濃尾平野があるから 
 だと私は思う。 

      工業が発達した理 
      由について、自分 
 の考えやその根拠をもたせた 
 上で話し合う場を設定し、友 
 達の考えを踏まえながら自分 
 の考えを発表させる。 

○次時の学習につなげるため、 
 工業発達の理由について、新 
 しく気付いたこと、考え方が 
 変わったこと、もっと調べて 
 みたいこと等を記述させる。 

学習内容をま
とめる 

      東海工業地域を上 
      空から撮影した動 
 画を提示し気付きを発言させ 
 ることで、本時の学習に見通 
 しをもたせる。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

社会的事象を提示し、
「なぜ」「どのよう
にして」等生徒の疑
問を大切にして問い
を立て、めあてを自
分事として捉えさせ
るようにしましょう。

教師の手だて 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

生徒の疑問に基づ
いた問いの設定 

視点を広げる話し
合いの場の設定 

他の社会的事象に
応用できる発問 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

生徒の学びの姿 本時の流れ 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

◎工業発達についての考え方に 
 ついて、他の産業には応用で 
 きないかを検討する 
・交通の便がよいことや、人口 
 が多くて働く人も多いこと、 
 水が豊富にあること等は、農 
 業にも必要なことだな。 
・産業を発達させるためには、 
 道路や河川のインフラ整備が 
 必要だな。 

      「皆さんが挙げた 
      工業発達の理由は、 
 工業についてのみ言えること 
 ですか」と問うことで、既習 
 の他の産業にも考えを巡らせ 
 る等、生徒の考える視点を広 
 げさせる。 

工業が発達し
た理由を、既
習の他の産業
に当てはめる 



中学校数学科     

授業づくりの視点 

数量の関係に着目する「見方」と、表、式、グラフ
等を活用し、既習の知識、技能と関連付けながら論
理的に考える「考え方」を働かせながら、より質の
高い学びにつなげましょう。 

「日常の事象を対象とした問題解決の活動」「表、
式、グラフ等、数学的な表現を用いて説明し伝え合
う活動」といった数学的活動を充実させ、数学的に
考える資質・能力を育みましょう。 

授業実践事例 

１ 単元の概要  変化と対応［第１学年］  

 小学校算数の学習内容を踏まえ、変域を負の数まで拡張し、数量の変化や対応に着目して見いだした関数関係 
 の特徴を表、式、グラフ等に表したり、関数関係を根拠に論理的に説明したりする力を養う単元である。 

２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 
知識及び 
技能 

関数関係の意味、比例や反比例の意味、座標の意味について理解する。比例や反比例の
関係を表、式、グラフ等に表す。 

思考力、判断力、 
表現力等 

伴って変わる二つの数量について、表、式、グラフ等を用いて調べ、それらの変化や対
応の特徴を見いだす。具体的な事象を比例、反比例を用いて捉え表現する。 

学びに向かう力、 
人間性等 

比例や反比例と捉えることで問題解決できるよさに気付き、比例や反比例の関係を利用
して大量にあるものの個数を求めたり、視力検査の仕組みを説明したりしようとする。 

３ 単元のデザイン  全18時間 

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

関数関係を理解し、単元
の見通しをもつ 
 

◎伴って変わる二つの数量の関係について調べる。 
・小学校で習った比例や反比例と何が違うのかな。 
・一方が決まったらもう一方も決まるという関係が関数だと分かった。 

比例の関係を調べる 
 
 
反比例の関係を調べる 
 
 

◎比例の関係を表、式、グラフ等で捉える。 
・比例の関係はｙ＝ａｘという式で表されるということが分かった。 
・グラフは原点を通る直線になるんだな。 
◎反比例の関係を表、式、グラフ等で捉える。 
・反比例の関係はｙ＝ａ／ｘという式で表されるということが分かった。 
・グラフは双曲線というなめらかな曲線になるんだな。 

比例や反比例の関係を利
用して、身の回りの問題
を解決する 

◎比例や反比例の関係を利用して、身の回りの問題を解決する。 
・比例の関係を利用すると、自分の待ち時間を予測できた。 
・視力検査に使う図に反比例の関係が使われていると知って驚いた。 本時 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○具体的な場面から課題を設定す
ることで問いを引き出し、解決
に向けて見通しをもって粘り強
く取り組めるようにする。 

◯単元を振り返り、関数の考えの
よさを実感できるようにする。 

主体的な学び 

○表、式、グラフ等、数学的な表
現を用いて説明し合うことで異
なる考えに気付いたり、考えの
共通点を話し合うことで表、式、
グラフを相互に関連付けて理解
したりできるようにする。 

対話的な学び 

○数量の関係に着目し、表、式、
グラフ等を用いて特徴を捉え、
比例や反比例の関係を見いだし
たり、その特徴を利用して未知
の状況を予測したりできるよう
にする。 

深い学び 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



４ 本時の展開  第16時／全18時 

本時のねらい 
ジェットコースターの待ち時間と乗った人数の関係を比例とみなし、
比例の考えを基に乗るまでの時間を予測することができる。 

本時の流れ 生徒の学びの姿 教師の手だて 

問題場面を知
り、本時のめ
あてをつかむ 

めあて 
ジェットコー
スターに乗る
までの待ち時
間を、数学を
使って予測し
よう 

表やグラフを
用いて関係を
調べる 
 
 
 
比例の関係で
あるとみなし
てよいか判断
し、その根拠
を数学的な表
現を使って説
明する 
 
 
 
比例の考えを
基に、待ち時
間を予測する 

学習内容をま
とめる 

まとめ 
二つの数量の
関係を比例と
みなすことで、
比例の関係を
用いて未知の
状況を予測で
きる 

振り返りをす
る 

◎問題場面から問いや、解決へ
の見通しをもつ。 

・自分は何時間待ったら乗れる
のだろう。 

・比例の関係であるといえるの
なら、自分の待ち時間が予測
できそうだ。 

 
 
 
 
◎待ち時間と乗った人数の関係
が比例かどうか調べる。 

・表から比例の特徴があるかど
うか調べてみよう。 

・グラフに表してみよう。 
 
◎比例の関係であるとみなして
よいか話し合う。 

・待ち時間が２倍、３倍になる
と乗った人数もだいたい２倍、
３倍になっているから比例だ
とみなしてよい。 

・グラフの点はだいたい原点を
通る一直線上に並んでいるか
ら比例だとみなしてよい。 

 
◎自分の待ち時間を予測する。 
・待ち時間と乗った人数の関係

を式で表し、並んでいる人数
を代入すれば自分の待ち時間
が分かる。 

・自分の待ち時間をｘ分として、
時間と人数についての比例式
を解けばよい。 

 
 
 
 

  
◎身の回りの問題には比例とみ
なすことで解決できることが
あることに気付く。 

・現実では、誤差やばらつきが
あっても比例の考えが使える
ことが分かった。 

      長い行列に並んだ 
      経験を想起させた

上で問題文を示し、ジェット
コースターに乗るまでの時間
を予測できるかと問うことで、
生徒に問いをもたせ、めあて
をつかみやすくする。 

 
 
 
 
○変化の様子に着目させ、既習

の比例の特徴を有しているか
どうかを表やグラフで判断で
きることに気付かせる。 

 
 
      表やグラフから捉 
      えた特徴を根拠に

自分の考えを説明し合い、待
ち時間と乗った人数の関係が
比例の関係で 

 あるとみなし 
 てよいか判断 
 する活動を設 
 定する。 
 
○式に表して並んでいる人数を

代入したり、並んでいる人数
に対応するグラフの座標を読
み取ったりして予測するよう
伝える。 

 
 
 
 
 
 
 

  
      誤差やばらつきが 
      あっても、比例の

関係であるとみなすことで、
未知の状況を予測できたこと
を確認して、関数が身の回り
の問題の解決に利用されてい
ることに気付かせる。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

 
 
 
具体的な場面を設定
したり、既習事項と
の関連を示したりし
て、生徒の問いを引
き出し、課題解決に
向けた見通しをもた
せるような導入を工
夫しましょう。 

 
 
 
板書を基に学習過程
と結果を確認し、本
時で何をどのように
学んだのかを自分の
言葉でまとめられる
ようにして、生徒が
学びの手応えを実感
できるような振り返
りの活動を工夫しま
しょう。 

〔比例式を使った解き方の例〕 

問いや見通しを 
もたせる 

 
 
 
表、式、グラフ等、
数学的な表現を用い
て自分の考えを説明
したり、友達の考え
と比較したりして、
新たな考えを見いだ
したり、表現を洗練
したりできるような
話し合い活動を設定
しましょう。 

数学的な表現を 
用いた話し合い 

学びの手応えを 
実感させる 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



 観察、実験を通して物体の運動の規則性を見いだして理解し、観察、実験の技能を身に付けるとともに、学習  
 から見いだした「実験室で台車を等速直線運動させる」という課題を探究の過程を通して学ぶ単元である。 

中学校保健体育科     

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 運動の規則性［第３学年］ 

  
 全10時間 

○台車を理論通り等速直線運動さ 
 せるという課題について、見通 
 しをもって実験計画を立てたり、 
 実験を繰り返して改善策を考え 
 たりする学習場面を設定する。  

○他の班と実験計画を比較し考え 
 を広げ、より妥当なものにする。 
○ポスターにまとめて発表させ、 
 科学的な根拠に基づいた議論を 
 する学習場面を設定する。 

○台車が等速直線運動をしない原 
 因を関係的な視点で捉えさせた 
 り、実験を計画する際に条件制 
 御を意識させたりする。 

単元に見通しをもち、運
動の規則性について学ぶ   

台車を等速直線運動させ
る方法について探究する 

・実験の計画 

・実験の実施・考察 

・表現（発表） 
単元のまとめをし、振り
返る 

 ◎科学的に探究した活動を振り返る。  
 ・日常でも等速直線運動をしている物体はたくさんあるね。 
 ・課題を解決することって楽しいな。理科って面白いし、学ぶことが大切だね。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

物体の運動を日常生活や社会と関連付けながら、運動には速さと向きがあることを知り、
力が働く運動及び力が働かない運動についての規則性を見いだして理解するとともに、
それらの観察、実験等に関する技能を身に付ける。 

物体の運動について、見通しをもって観察、実験等を行い、その結果を分析して解釈し、
物体の運動の規則性や関係性を見いだして表現する。また、探究の過程を振り返る。 

物体の運動に関する事物・現象に進んで関わり、それらの事物・現象の理解が深まるこ
とによって見いだした等速直線運動に関わる課題を解決しようとする。 

 ◎日常生活や社会と関連付けながら、観察、実験を通して、物体の運動について 
  規則性を見いだす。 
 ・運動には速さと向きの要素があり、記録タイマーで運動の様子が分かるね。 
 ・物体に働く力によって等速直線運動をする等、運動の規則性があるね。 

 ◎学習した内容や科学的に探究する方法を基に、見通しをもって粘り強く、科学 
  的に探究する。 
 ・台車にはたらく摩擦力について考えれば解決できそうだな。 
 ・実験結果を基に改善策を考えて、再度実験をするとより考えが深まるね。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

  生徒が見通しをもって課題や仮説の設定、観察・実験の
計画の立案をしたり、観察・実験の結果を分析・解釈し
て仮説の妥当性を検討したり、振り返って改善策を考え
たりする等の学習場面を設定しましょう。 

  課題の把握（発見）、課題の探究（追究）、
課題の解決という探究の過程を通した学習
活動を行い、各過程において資質・能力を
育成するようにしましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

中学校理科     

授業づくりの視点 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



 
 
 

 
 
 

 
 
 

探究の過程を意識し
た学習場面を設定し、
生徒が知的好奇心を
もって学習に取り組
むとともに、見通し
をもって実験計画の
立案等ができるよう
にしましょう。 

関係的な視点を示し
たり、既習の条件制
御等の考え方を想起
させたりする等の手
だてを行い、生徒が 
「理科の見方・考え
方」を働かせること
ができるようにしま
しょう。 

自分の考えを他者と
比較したり、科学的
な根拠に基づいて議
論したりして、自分
の考えをより妥当な
ものにする話し合い
活動にしましょう。 

本時の流れ 生徒の学びの姿 教師の手だて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

個人で考えた
後、班で話し
合い、考えら
れる原因を検
討する 
 
 
 
 
 
 
 
他の班の考え
も参考に、よ
り妥当な実験
計画を立てる 
 
レポートに実
験計画をまと
め、実施に向
け役割分担を
行う 
 

既習の知識や経験を活用して、実験室で台車を等速直線運動させるた
めの実験計画を立てることができる。 

 第7時／全10時 ４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
実験室で台車
を等速直線運
動させる実験
を計画しよう 

まとめ 
実験室で実施
可能な計画を
話し合って立
てることがで
きた 

◎実験室で台車が等速直線運動 
 を続けなかった実験を想起し、 
 本時のめあてをつかむ。 
・実験室で、理論通り台車を等 
 速直線運動させたいな。 
・１時間でできる実験にするた 
 めにどのような方法ができる 
 のかな。 

      理論と実際の実験 
      結果のずれに着目 
 させて意欲を喚起し、実験で 
 使用できる器具や時間、場所 
 等を示すことで、見通しをも 
 って実験計画を立てる学習場  
 面を設定する。 

◎実験計画をまとめたレポート 
 を基に、学習を振り返り、次 
 時への見通しをもつ。 
・授業で習ったことを使って考 
 えることが大切だね。 
・摩擦を減らす方法は考えられ 
 たけどうまくいくかな。 

○実験計画を立てるときに意識 
 したことや実験を実施すると 
 きのポイントを振り返ること 
 で、次時に行う実験の見通し 
 がもてるようにする。 

主体的な学
びの手だて 

◎実施可能な実験計画を立て、 
 レポートにまとめる。 
・斜面を下る台車には一定の大 
 きさの力が加わっていたね。 
・斜面の傾きを変えて摩擦力と 
 同じ大きさの力を加えよう。 
・他の班は、洗剤を塗って摩擦 
 を小さくしようとしていたよ。 

○力のつり合い等の既習の知識 
 や日常生活と関連付けて考え 
 ることができるように、複数 
 のヒントカードを用意し、補 
 助的に活用するように促す。 

◎台車が等速直線運動を続けな 
 い原因を、既習の知識や経験 
 を活用して考える。 
・空気抵抗や床と台車との摩擦 
 が原因じゃないかな。 

      情報収集係（班１ 
      名）が他の班の計 
 画を見て回る時間を設け、収 
 集した情報と自分たちの班の 
 考えを比較させることで、よ 
 り妥当な実験計画を考えるよ 
 うにする。 

対話的な学
びの手だて 

      等速直線運動をし 
      ない原因は何かと 
 いう関係的な視点で考えさせ 
 ることで、これまでの学習で 
 身に付けた条件制御等の科学 
 的に探究する方法を意識した 
 実験計画の立案につなげる。 
  

深い学びの
手だて 

学習内容をま
とめる 

振り返りをす
る 

探究の過程を 
意識した学習 

見方・考え方を 
働かせる 

根拠に基づいた 
話し合い 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

〔レポートの例〕 〔ヒントカードの例〕 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

ヒントカード⑤ 
生活の中で等速直線運動 
しているものの例（１） 一定の速さで走る自動車 ヒントカード⑤ 

本時のめあて
をつかむ 



中学校保健体育科     

 「ブルタバ」の音楽を形づくっている要素（音色、速度、旋律、強弱）を知覚し、それらの働きが生み出す特質 
 や雰囲気を感受する。また、作曲者の活躍した時代背景に関心をもち、その音楽の特徴を時代背景と関連付けて 
 作曲者の思いを感じ取りながら鑑賞する題材である。 

本題材の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

   作曲者の思いを感じ取りながら曲を聴こう［第３学年］ 

中学校音楽科     

  
 全２時間 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○音楽の特徴と背景となる文化や 
 歴史を想起させることで、音楽 
 表現への興味や関心をもつこと 
 ができるようにする。 
 

○曲想や構造に着目し、音楽の背 
 景と曲想との関わりや音楽文化 
 について考えさせることで、曲  
 のよさや美しさを捉えることが  
 できるようにする。 

「ブルタバ」の音楽から、
川のどのような情景を表現
しているか想像して聴く 

時代背景から作曲者の思い
を考え、曲のどの部分にど
のように表現されているか
感じ取りながら聴く 

 ◎作曲者の思いがどのように表現されているか感じ取りながら聴く。 
 ・「プラハの春音楽祭」について説明を聞いて、楽曲のよさを考えてみよう。 
 ・ＤＶＤで１曲全て視聴し、様々な情景描写や感情、曲のイメージを感じ取って 
  みよう。 
 ・作曲者がブルタバを表す旋律に込めた思いは何だろう。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

      授業の導入では、音楽の特徴と
背景となる文化や歴史との関連
を理解させる等、興味や関心を
高める工夫をしましょう。 
 

音楽によって喚起されたイメー
ジを共感するコミュニケーショ
ンを図り、音楽科の特質に応じ
た言語活動を設定しましょう。 

音楽のよさや美しさを感じ取ら
せることで、一人一人の学習の
深まりにつながるようにしまし 
ょう。 

曲想と音楽の構造との関わりや、音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりを
理解する。 
鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、生活や社会における音楽の意味や役割
について考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。 
主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、
音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しん
でいく態度を養う。 

 ◎音楽の特徴から、どのような情景を表しているのか考える。 
 ・「我が祖国」を聴いて情景をイメージしてみよう。 
 ・「ブルタバ」の音楽の特徴は何だろう。 
 ・想像できる情景や川の流れなどをイメージしてみよう。 
 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

○音楽的な特徴について共有した 
 り、感じ取ったことに共感した 
 りする等の言語活動を充実させ 
 ることで、音楽表現を高めるこ 
 とができるようにする。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

作曲者の思いがどのように表現されているか感じ取りながら聴くこと
ができる。 

 第２時／全２時 

めあてをつか
み、学習の見
通しをもつ 

「プラハの春
音楽祭」を聴
き、作曲者の
思いや表現の
仕方について、
各自の考えを
基に話し合う 

学習内容をま
とめる 

◎作曲者がブルタバの旋律に込 
 めた思いについて話し合う。 
・「ブルタバ」の旋律とイスラ 
 エル国歌の関連を考えてみよ 
 う。 
・作曲者が「ブルタバ」の旋律 
 に込めた思いを考えてみよう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
作曲者の思い
がどのように
表現されてい
るか感じ取り
ながら聴こう 

まとめ 
作曲者が情景
や思いを伝え
るための曲想
や表現の工夫
を感じ取るこ
とができた 

◎前時までの学習内容を確認し、   
 本時のめあてをつかむ。 
・スメタナが活躍していた当時  
 の時代背景や心情が確認でき 
 た。 

◎「プラハの春音楽祭」を聴き、 
 作曲者の思いを感じ取る。 
・「プラハの春音楽祭」につい 
 て説明を聞いて、楽曲のよさ 
 を考えてみよう。 
・ＤＶＤで１曲全て視聴し、様 
 々な情景描写や感情、曲のイ 
 メージを感じ取ろう。 

◎作曲者が情景や思いを伝える 
 ための楽曲の表現の仕方につ 
 いてまとめる。 
・作曲者が情景や思いを伝える 
 ために工夫していることを書 
 いてみよう。 

      「我が祖国」を聴 
      き、曲想と音楽の 
 構造との関わりを考えた前時 
 の学習を想起させた上で、 
 「プラハの春音楽祭」を紹介 
 し、作曲者の思いと表現の仕 
 方に興味・関心をもたせる。 
 
○時代背景や作曲者の思いを捉 
 えることができるように、板 
 書やワークシートを工夫する。        

      「プラハの春音楽   
      祭」を聴き、楽曲 
 の特徴をメモさせ、それを用 
 いて時代背景や作曲者の思い  
 について話し合わせることで、  
 ブルタバのよさや美しさに気 
 付かせる。 

      作曲者が情景や思  
      いを伝えるための 
 表現の仕方について、友達に 
 向けた紹介文に書き表すこと 
 で、曲のよさや美しさを捉え 
 させる。 

○特徴的な記述について全体に 
 紹介し、音楽の味わいをより 
 深める。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

○「ブルタバ」の旋律とイスラ 
 エル国家の関連について考え 
 させることで、作曲者の思い 
 を捉えさせる。 

生徒の学びの姿 教師の手だて 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 

 
 

 
 

導入では、鑑賞への
意欲を高めることが
大切です。そのため
に、曲想と音楽の構
造との関わり等に着
目させ、作曲者の思
いと表現の仕方など
の鑑賞の視点をもた
せましょう。 

作曲者の思いと表現
の仕方を関連付ける
ために、音楽的な特
徴を共有する言語活
動を設定し、鑑賞し
たことについて話し
合いを行いましょう。

終末では、学びの手
応えを実感する場を
設け、音楽のよさや
美しさを捉えさせ、
自分にとってどのよ
うな価値があるのか
について振り返るこ
とができるようにし
ましょう。 

鑑賞への 
興味・関心 

鑑賞を深める 
言語活動 

音楽のよさや 
美しさの実感 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

本題材の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

中学校美術科     

  
 全11時間 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

色彩の特徴や感情にもたら
す効果に気付く   

主題を生み出し、意図に応
じて表現を工夫する 
             

完成作品を相互鑑賞する 
題材を振り返る 
             

◎完成した作品を相互鑑賞する。 
・作品に込められた作者の意図が読み取れたし、他の人が違った見方や考え方をし 
 ていることに気付いた。新しく知った視点を次の授業で活用したい。 
・色彩の特徴や感情効果は、生活の中でも活用されているので、もっと調べたい。 

１ 題材の概要 
 ２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

色みや明るさ、鮮やかさ等の性質や、それらが感情にもたらす効果について理解すると
ともに、意図に応じて表現方法を工夫して表すことができる。 
作品や身近な製品等のよさや美しさ、形や色彩等が感情にもたらす効果等を考え、対象
の特徴や面白さ等から主題を生み出し豊かに発想や構想を練ったり、作者の心情や表現
の意図と工夫等について考えて見方や感じ方を広げたりすることができる。 
楽しく表現や鑑賞の活動に取り組み、形や色彩等が感情にもたらす効果等に気付いたり活
用したりしようとする。 

◎身の回りのものを鑑賞し、色彩の特徴や感情にもたらす効果に気付く。 
・色には明るさや鮮やかさだけではなく、軽重等、感情にもたらす効果があるんだ。 
・商品のイメージにあった色が使われる等、美術が社会の中で活用されているね。 

◎自分が好きなことやものから主題を生み出し、形や色彩の特徴や効果に着目しな 
 がら意図に応じて創造的な表現を工夫する。 
・アイデアスケッチを相互鑑賞したら、他の人の作品のよさや表現の工夫に気付く 
 ことができたし、形や色彩の特徴や効果に着目しながらアドバイスし合うと、課 
 題解決のヒントに気付くことができた。 
・表したいことを、形や色彩等を効果的に用いたらイメージ等が伝えられた。   

本時 

○題材と効果的な出会いを準備し、 
 生徒の興味や関心を高める。 
○色彩の特徴や感情にもたらす効 
 果が、身近な生活の中で効果的 
 に活用されていることを理解さ 
 せ、学びの意味に気付かせる。 
 

主体的な学び 

○アイデアスケッチや完成作品を 
 相互鑑賞し、作品のよさや表現 
 の工夫を感じ取らせ、新しい視 
 点に気付かせる。 
○鑑賞して読み取った作品のよさ 
 等を交流する場面を設定する。 

対話的な学び 

○交流して得た作品に対する見方 
 や考え方を基に作品について考 
 えさせることで、色彩の特徴や 
 感情効果等を捉えさせる。 
○身近なものに繋げ、生活の中の 
 美術の働きについて気付かせる。 
 

深い学び 

 私の○○デザイン構成［第１学年］  

 生徒に生活の中で感じる色彩の特性や感情にもたらす効果に気付かせ、自分の好みや趣味等から発想して、自 
 己を紹介する色彩構成の授業である。完成後はお互いの作品の主題を読み取らせるとともに表現の工夫にも注 
 目させる題材である。 

  「Ａ表現」の全ての題材で主題を  
大切にしましょう。１年生の「Ｂ
鑑賞」では、生徒が見方や感じ方
を広げられるようにしましょう。 

  形や色彩等の造形の要素に着目して
それらの働きを捉えたり、全体に着
目してイメージを捉えたりする造形
的な視点を大切にしましょう。 

  表現と鑑賞を関連させ、発想や
構想、鑑賞をする際にも働く学
習の中心となる考えを大切に授
業を改善していきましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

形や色彩の特徴や感情にもたらす効果に着目しながら、作品のよさや
美しさ、表現の工夫を読み取ることができる。 

 
 
 
 

 第11時／全11時 

 
 

 

本時のめあて
を知る  

学級全体の作
品を鑑賞し、
自分なりの考
えをもってか
ら交流し、自
他の感じ方や
考え方の違い
に気付く 

学習内容をま
とめる 

◎班ごとの発表から、見方や考
え方の違いに気付く。 

・私が思ったのとは違う視点でよさ
や美しさを見つけていて驚いた。 

・制作や鑑賞から、色彩の効果が 
 とても影響することが分かった。 

作品鑑賞では、生徒
が自分の考えとその
根拠をもってから対
話する場面を設定し
ましょう。そのため
には、鑑賞の視点を
確認し、まず個人で
見る時間を確保しま
しょう。 

対話で得た見方や考え
方を用いて、もう一度
個人で考えたり授業の
目標にせまったりする
場面を設定しましょう。
そのためには、本時で
何を学ばせたいかを教
師が明確にもつことを
大切にするとよいでし 
ょう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

形や色彩、イ
メージに注目
して作品のよ
さや美しさ、
表現の工夫を
見つけよう 

まとめ 

◎作品から造形的な視点を確認 
 し、見通しをもつ。 

◎学級全体で鑑賞し、お気に入り 
 の３点を選び、根拠も考える。 
・意図に合わせて様々な表現の 
 工夫があり、形や色彩の特徴 
 や効果を使っていた。 

◎形や色彩の特徴や効果につい 
 て確認し、身の回りの生活の 
 中にもあるかを考える。 
・形や色彩を工夫すれば、意図 
 に合う表現ができるし、作品 
 も読み取れるんだな。もっと  
 身の回りのものの工夫を探そう。 

      作品紹介のキャプ 
      ションを伏せて相 
 互鑑賞を行い、自分なりの感 
 じ取り方ができるようにする。 

○鑑賞する際には、作品から感 
 じたり考えたりした根拠につ 
 いても考えさせる。 

      造形的な視点を意 
      識させて、作品の 
 よさや美しさ、表現の工夫の 
 面白さを捉えさせる。 

      交流して得た作品 
      に対する見方や考 
 え方を基に作品について考え 
 させることで、色彩の特徴や 
 感情効果等を捉えさせる。 

○身の回りの生活の中から、色 
 彩の特徴や感情効果が活用さ 
 れているものを探させたり話 
 し合わせたりすることで、生 
 活の中の美術の働きに気付か 
 せる。 

○ペアで鑑賞後、キャプション 
 を紹介し合い、自分の感じた 
 以外の工夫に気付かせる。 

○生徒の発表から、形や色彩、 
 イメージ等といった〔共通事 
 項〕を造形的な視点として押 
 さえ、めあてにつなげる。 

振り返りをす
る 

めあて 

形や色彩の特徴、
色彩の感情にも
たらす効果を活
用すると、意図
を伝えたり、表
現を工夫したり
することができる 

生徒の学びの姿 教師の手だて 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 
 

対話を通して、生徒に
自分とは違う見方や考
え方があることに気付
かせましょう。そのた
めには、根拠も一緒に
発表させ、形や色彩、
イメージ等をどのよう
に捉えているか確認さ
せるとよいでしょう。 

・形や色彩、イメージ等から作
品のよさや工夫を見付けた。
この視点で作品をもっと見たい。 

・鑑賞後、キャプションを見た
ら、思ったよりいろんな表現
の意図や工夫があって驚いた。 

造形的な視点 
から考える 

根拠を交流する 
話し合い 

作品から自分の 
考えをもたせる 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

 攻防を展開したり発展的な技を出したりする中で自他の課題を見付け、その課題を解決するために手本と自他  
 の動きを比較し、助言し合う等の活動を通してその技ができる楽しさや喜びを味わう単元である。 

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 武道（剣道） ［第２学年］ 

中学校保健体育科     

  
 全12時間 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

○手本の動画や技の完成に近付く 
 練習方法を示すことにより、生  
 徒に見通しをもたせる。 
○自他で考えた課題の解決の方法 
 を大切に学習を振り返らせ、次 
 への学びにつなげる。 
 
 

○自分だけでなく友達の課題やそ  
 の解決の方法についても考え、 

 選択できるようにする。 
○友達と対話しながら自他の課題 
 の解決に取り組む場を設定する。 

○自他で考えた留意するポイント 
 を意識して活動し、上達した要 
 因について自分で考えたり、話 
 し合わせたりして、技が完成に 
 近付いていることを実感できる 
 ようにする。 

単元の見通しをもつ   

基本となる技を習得する 
 
課題の解決の方法を考え、
適切な方法を選択し、試
行錯誤や対話を重ね、応
じ技を習得する 

技の発表会を行う 
 
単元のまとめをする 

授業実践事例 

 ◎技の完成に近付いたことや剣道の楽しさを実感する。  
 ・単元の始めで見た手本に近付いている。 
 ・技が完成に近付いたり、相手と攻防することは楽しいな。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

      生徒自らが運動についての課
題の解決に向けて、試行錯誤
や対話を重ね、主体的に取り
組むことができるようにしま
しょう。 

運動することの価値やその特性に着
目させ、楽しさや喜びを体感するこ
とに加え、その運動が体力向上に果
たす役割の視点からも捉えることが
できるようにしましょう。 

よりよい課題の解決を図るた
めに自分だけでなく友達の課
題の解決についても考え、助
言するなどの学習を取り入れ
ましょう。 

知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

剣道の特性や成り立ち、技の名称や行い方を理解するとともに、基本動作や基本となる
技を用いて、相手の動きに応じて打ったり受けたりする等の簡易な攻防をする。 
攻防や発展的な技の習得に向けた自他の課題を見付け、課題の解決に向けて適切な方法
を考え、技の行い方の工夫について考えたり、友達と助言し合ったりする。 
自他の課題の解決に向けて、練習の方法を自分で選ぶ等、主体的に考え活動するととも
に、友達の助言や挑戦を尊重しようとする。 

学びに向かう力、 
人間性等 

 ◎手本の動画を見て、単元全体のイメージをつかむとともに剣道の特性を踏ま 
  え、友達との関わり合いの中で自他の課題をもつ。 
 ・技や動きを組み合わせて、手本の動画のような一本を取れるようになりたい。 
 ・課題を解決するために留意するポイントを友達と協力して見付けたい。  

 ◎技を出すタイミング等、基本となる技のポイントを理解する。 
 ・技を出すタイミング等の留意するポイントは、それぞれの技で違うんだ。  
  
 ◎課題の解決に向けて自他で考えた解決の方法に気付き、選択して活動する。 
 ・相手の動きをしっかり見ながら技を出すことが大切だ。 
 ・習った技や動きを組み合わせると一本を取りやすくなることが分かった。 
   

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

応じ技である「面抜き胴」を効果的に打つための留意するポイントに
ついて考え、技の完成に近付けることができる。 

 
 
 
 

 第９時／全12時 

 
 
 

学習の見通し
をもち、本時
のめあてを確
認する 

手本と自他の
動きとの比較
から、「面抜
き胴」のポイ
ントについて
個人で考えた
後、友達と話
し合う 

学習内容をま
とめる 

◎考えたポイントで活動し、さ 
 らによりよくするためのポイ  
 ントについて考える。 
・胴を抜くのが遅いからもっと 
 速く抜いてみよう。 
・胴を速く抜くためには、面を 
 打つ方も速く打つとよい。 

手本を視覚的に確認
するだけでなく、留
意点を教師が場面に
応じて示すことで、
生徒が技の完成のイ
メージをもちやすく
するとともに、めあ
てを自分のこととし
て捉えることができ
るようにしましょう。

 
話し合いに入る前に、
もう一度めあてを生
徒に意識させたり、
教師が話し合う視点
を示したりして、話
し合う意義と内容を
生徒一人一人が理解
できるようにしまし 
ょう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
「面抜き胴」
をよりよく打
つためのポイ
ントを見付け
よう 

まとめ 
自他で考えた
ポイントで
「面抜き胴」
を打つと技が
上達した 

◎「面抜き胴」の動画を見て、 
 本時のめあてをつかむ。 
・技のつながりを意識すると、 
 技の完成に近付きそうだ。 
・相手の動き始めのタイミング 
 をしっかり見るとうまく打て 
 そうだ。 

◎「面抜き胴」をよりよく打つ 
 ためのポイントについて考え 
 る。 
・打突部位を外すのは、手本と 
 何が違うからだろう。 
・技を決めるためにもっと速く 
 胴を抜くことが大切だ。 

◎学習を振り返り、分かったこ 
 とをワークシートに書き、発 

 表する。 

      「面抜き胴」の動 
      画に、教師が技を 
 出すタイミングの解説を加え 
 ることで本時の見通しとめあ 
 てをつかむことができるよう 
 にする。 

      手本と自分の動き 
      を同時再生する動 
 画を見た後に、本時のめあて 
 を踏まえて、よりよく打つた 
 めのポイントについて話し合 
 う場を設定する。 

      生徒一人一人が留 
      意するポイントに 
 よって活動した後、上手くい 
 かなかったことについて話し 
 合わせ、互いに助言させるよ 
 うにし、新たな気付きを促す 
 ようにする。 

○見通しをもちにくい生徒には、  
 相手の動き始めを見ること等  
 のヒントを示す。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

・「面抜き胴」の留意するポイ 
 ントを意識することで技の完 
 成に近付いた。 

○できるようになったことや活 
 動を通して気付いたことにつ 
 いて振り返るように助言する。 

生徒の学びの姿 教師の手だて 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

話し合う視点の
提示 

見付けたポイ
ントに留意し、
班で活動する 

自分の授業に取り入れ 
てみましょう。 

○生徒一人一人が考えた方法に 
 より活動させ、その様子をビ 
 デオで撮影する。 

○再度考えたポイントを意識さ 
 せて、友達と助言し合いなが 
 ら活動させる。 

めあてを主体的
につかませる 

 
 

 

自分たちで考えた技
のポイントを生かし
て活動するだけでな
く、よりよい技にす
るために、もう一度
班で考えたり、話し
合ったりする活動を
取り入れましょう。 

学びを深める 
活動 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



本題材の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 計測・制御のプログラミング［第２学年］内容Ｄ（３） 

  
 全10時間 

○ロボット掃除機のモデルを用い
て、教室をきれいにするための
プログラムを制作する学習や、
その過程を振り返らせたり、改
善しようとしたりすることで、
新たな課題の発見をさせる。 

○自分が考えたプログラムを基に
友達と対話して、プログラムを
比較・修正・改善する活動を行
わせ、よりよい考えを構想する
ことができるようにする。 

○プログラムの制作という課題を
解決する活動の中で、自分の考
えを構想させたり、友達から助
言を得たりすることで、情報の
技術を活用した生活について、
自分の考えを再構成させる。 

 

題材の見通しをもつ   

プログラミングを行う 

よりよい生活に向けて
考える 

◎生活と社会、環境との関わりを踏まえて、新たな発想に基づく改良と応用につ
いて考える。 

・プログラミングの知識を生かすと、災害時に役立つロボットの構想をいろいろ
考えることができるな。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

    社会性や安全性、環境負荷や経済性等の様 
々な視点に着目させ、よりよい考えを構想
するために、他者と対話したり、協働して
活動したりする場面を設定しましょう。 

生活や社会の中から技術に関わる課題を設定し、丈夫さや機
能等の条件を踏まえて構想し、製作等を行います。そして、
その過程や結果を振り返り、よりよい生活に向けて新たな解
決の視点を身に付けさせるようにしましょう。 

計測・制御システムの仕組みや、情報の技術が生活や社会に果たす役割や影響を理解す
る。安全・適切なプログラムの制作・動作の確認及びデバッグができる。 

社会や情報に関する様々な条件の基で、自ら課題を設定し解決する方法等を工夫したり、
よりよい社会の構築に向けて、新たな発想で改良・応用したりすることができる。 

◎計測・制御のプログラミングへの関心と、問題の解決に向けた意欲が高まる。 
・計測・制御システムの仕組みが分かった。 
・習ったことを生かして、自分でプログラムを組んでみたい。 

◎市販の自動掃除ロボットの動きを観察し、プログラムを制作する。 
・教室をきれいにするためには、どんな命令を組み合わせたらいいのかな。 
・反復処理を使うと、プログラムが見やすく、効率もいいね。 

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

中学校技術・家庭科【技術分野】     

計測・制御の仕組みを理解し、ロボット掃除機のモデルをプログラミングする活動を通して、情報の技術が社
会に果たす役割を認識し、よりよい生活に向けて新たな発想に基づく改良と応用について考える題材である。 

自分なりにプログラムを構想・制作し、その過程を振り返り、改善・修正しようとした
り、よりよい生活に向けて情報の技術を工夫し創造していこうとしたりする。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

◎プログラムでセンサカーを動かして、動作を確認し、修正する。 
・うまくいかない原因が分かった。修正して目的に沿った制御ができたぞ。 

動作確認し、修正する 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
  
  
 
 
 
 
 
 

計測・制御のプログラミングの学習を生かして、災害時に役立つ機器
やロボットを構想することができる。 

 第９時／全10時 

めあてを示し、
学習の見通し
をもつ 

課題を設定し、
自分の考えを
構想する 

学習内容をま
とめる 

◎自他の構想を、機能面・安全
面・環境面・経済面等の視点
から班で検討する。 

・自動で動かすためにはどんな
センサが必要かな。 

・センサが多くて、コストがか
かりそうだ。 

・どんなプログラムを組めば安
全に動作するのかな。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
災害時に役立
つ機器や、ロ
ボットを構想
しよう 

まとめ 
機器やロボッ
トの開発には、
安全面等の様 
々な視点を踏
まえる必要が
ある 

◎既習事項のポイントを確認し、
本時の課題をつかむ。 

・全国各地で災害があるね。 
・自動掃除ロボットで学んだ計

測・制御のプログラミングが
生かせそうだ。 

・災害時に役に立つ機器やロボ 
 ットを考えてみよう。 

◎災害時に役立つ機器やロボッ
トの構想を考える。 

・どんな機能をもっていれば、
災害時に役に立つだろう。 

・自動で動くためにはどんなセ
ンサをつけたらいいかな。 

◎本時で学んだことを確認し、
自分の言葉で振り返る。 

・身の回りの機器やロボットも、
安全面や環境面等の様々な視
点から考えられて開発されて
いるんだな。 

      既習の計測・制御 
      のプログラミング

が生かせる身近な問題として
災害時を想定し、学習の見通
しを持つことができるように
する。その際、災害状況を写
真等で見せ、視覚的にイメー
ジしやすくする。 

 ※災害に関する内容を扱うた 
  め、家庭の状況に配慮する。 

      機能面以外の様々 
      な視点も提示して

それぞれの視点から構想のよ
い点や改善点について話し合
わせることで、新たな視点に
気付けるようにする。 

      最適な解決策とな 
      るように、構想を

複数の視点を踏まえて練り直
し、技術の開発の場面で新た
な発想に基づいて考えること
ができるようにする。 

○前回までの学習を振り返らせ、
災害時の問題の解決に役立つ
ロボットには、どのような機
能が必要か、また、そのプロ
グラムはどのようなものかを、
考えさせる。 

振り返りをす
る 

◎自分のロボットの構想を練り
直す。 

・災害時は何より人命救助が一
番だから、コスト面は考えず
に構想してみよう。 

・人を安全に運ぶためにはどん
なセンサがあればいいのかな。 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

主体的な学
びの手だて 

生徒の学びの姿 

学びの質を高める
ための Point！ 

 
 
 
 
導入では、既習のプ
ログラミング学習を
生かせるような身近
な生活上の問題を取
り上げて、生徒の課
題解決に向けた意欲
を高めましょう。 

課題解決意欲を 
高める工夫 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 
 
 

機能面だけでなく、
安全面、環境面、経
済面等の様々な視点
から自分の構想を見
直すことができるよ
うに、話し合う視点
を提示しましょう。 

話し合う視点の
提示 

 
 

 

構想が最適な解決策
となるよう、教師の
助言や友達の意見を
参考にして、自分の
考えを練り直す時間
を設けましょう。そ
の際、言語化だけで
なく、図や絵で表す
ことも大切にしまし 
ょう。 

構想を練り直す
場の設定 

班で話し合い、
検討する 

自分の考えを
練り直し、構
想を工夫する 

教師の手だて 

○本時の思考の流れを振り返ら
せることによって、新たな機
器やロボットを構想するため
には機能が充実することだけ
ではなく、安全面等の様々な
視点や条件を踏まえる必要が
あることに気付かせる。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



中学校保健体育科     

本題材の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 全12時間 

○衣生活に対する興味や関心を高 
 めさせるために、生徒にとって 
 身近な「制服」を取り上げる。 
○課題解決に向けた実践的・体験 
 的な活動を取り入れ、解決に向 
 け、見通しがもてるようにする。 
 
 

○快適で豊かな衣生活を送るため 
 の工夫について、健康・快適の 
 視点で意見交換し、他者の意見 
 を聞くことで新たな気付きを得 
 て、考えに広がりや深まりをも 
 たせるようにする。 

題材の見通しをもつ  

課題の解決方法と計画を
検討する 
 
課題解決に向けた実践活
動をする 

題材のまとめとして、学
んだことを基にこれから
の自分の衣生活の工夫を
考える 

◎快適で豊かな衣生活を送るために、衣服の選択や手入れの知識及び技能を生かし、
 さらに既習の環境のことも配慮した衣生活を工夫する。 
・服を買うときは表示を絶対に見るようにする。今着ていない服の処分は、捨てる 
 のではなくて、親と相談してリサイクルショップへ持って行こうかな。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

      生活の中から課題を設定できる
よう、既習の知識及び技能や生
活経験を基に自分の生活を見つ
める場面を設定しましょう。 

衣服と社会生活との関わりが分かり、目的や個性に応じた着用、衣服の適切な選択や衣
服の材料や状態に応じた日常着の手入れについて理解し、適切にできる。 

生活の中から衣服の選択や手入れに関する問題を見いだし課題を設定し、健康・快適等
の視点から、衣服の選択及び日常着の手入れの仕方を考え、工夫することができる。 

快適で豊かな衣生活を展望し、身に付けた力を家族や地域の一員として、家庭や地域の
中で生かして実践しようとする。 

 ◎快適で豊かな衣生活を送るために、生活を振り返り、課題を発見する。  
 ・学校の制服の不便なところを見直して、もっと快適なものにできないかな。 

 ◎快適で豊かな衣生活を送るために、衣服の選択及び日常着の手入れの仕方の工夫 
  を調べたり、考えたりする。  
 ・服を選ぶときに値段だけを気にしていたけど、今度から表示も見て選ぼう。  
 ◎衣服の適切な手入れ方法を理解し、実践する。  
 ・衣服の手入れは親任せだった。洗濯方法やまつり縫いの方法が分かったから、こ 
  れからは自分で服を洗ったり、裾がほつれたら自分で修繕したりできそう。  

本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

  自分らしく、快適に着よう ［第１学年］ 内容Ｂ（４）  

 小学校の学びを踏まえ、衣服の機能について関心を高め、衣服の選択、手入れについての基礎的・基本的な知 
 識及び技能を習得し、それらを活用して快適で豊かな衣生活を工夫しようとする題材である。 

○衣服の選択や手入れの実践と既 
 習の環境への配慮を踏まえて、 
 自分の衣生活を考えさせること 
 で、快適で豊かな衣生活に向け 
 て実践的な工夫をすることがで 
 きるようにする。 

生活との関連を図った問題解決
的な学習では、実践を自分で評
価する場面を設定し新たな課題
を見いだせるようにしましょう。 

生活の課題を解決する際、より
よい判断ができるよう他者の考
えを聞いたり自分の考えを伝え
たりする場面を設定しましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 中学校技術・家庭科【家庭分野】     



本時の流れ 生徒の学びの姿 教師の手だて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 

 第３時／全12時 

本時のめあて
をつかむ 

班で考えた理
想の制服を再
度、見直す 

学習内容をま
とめる 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
理想の制服を
デザインしよ
う 

まとめ 
制服のデザイ
ンには、機能
性や見た目、
社会生活上の
働きが大きく
関係している 

◎班ごとに理想の制服のデザイ 
 ンと工夫点、その理由を発表 
 する。 
・派手すぎると印象が悪いので 
 細めの幅のリボンにした。 

○身近な制服を取り上げ、生徒 
 の興味・関心を高めさせる。 

○分かったことに加え、制服を 
 よりよく改善するためにどん 
 な知識が必要かを自分なりの 
 言葉で書かせ、今後の授業へ 
 の見通しをもたせる。 

◎前時の学習を振り返り、本時 
 のめあてをつかむ。 
・前の授業では、目的や個性に 
 応じた着方について考えたな。 

◎ワークシートに分かったこと 
 や今後知りたいことを書く。 
・素材や手入れのことをもっと 
 知らないと、これ以上は改善 
 できないな。 

      互いの考えを可視 
      化して情報共有し 
 やすいように「ホワイトボー 
 ド」を活用し、理想の制服に 
 ついて意見が出やすいように、 
 項目に沿って検討させる。 

社会生活を営む上での衣服の機能が分かり、理想の制服のデザインを
考えることができる 。 

◎理想の制服を個人で考えた後、 
 班で話し合いデザインをする。   
・涼しさを感じるために、袖の 
 長さはもう少し短いといいな。 

      制服の不便なとこ 
      ろに注目し、理想 
 の制服に近づける改善策を考 
 えさせることで日常の衣生活 
 への課題意識をもたせる。 

○理想の制服を考えやすくする 
 ため、項目に沿って工夫と理 
 由を言葉でまとめさせる。そ 
 の後、さらに具体的にするた 
 めにデザインを描かせる。 

◎他班の発表を聞き、自分達の 
 理想の制服のデザインを見直 
 す。 
・今の制服のデザインに校章の 
 刺しゅうを入れたら、もっと 
 制服に愛着がもてるかも。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

      全体発表後、各班 
      で考えた制服のデ 
 ザインをもう一度見直し、快 
 適な衣生活への工夫を改めて 
 考えさせる。 

深い学びの
手だて 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れ 
てみましょう。 

理想の制服を
個人で考えた
後、班で話し
合う 

班で考えた理
想の制服を発
表する 

〔ホワイトボードの記入例〕 

 
 
 

めあてを主体的に
つかませる 

前時の活動の振り返
りや身近な生活の中
の話題から、生徒に
課題意識をもたせ、
生徒自身でめあてが
つかめるようにしま
しょう。 

 
 
 

話し合いの 
可視化 

課題解決に向けたよ
りよい考えをまとめ
られるように、ホワ
イトボード等を活用
して、一人一人の考
えを可視化して検討
できるようにしまし 
ょう。 

 
 
 

新たな気付きを 
生む振り返り 

振り返りの時間を確
保し、学んだことや
もっと知りたくなっ
たことを自分なりの
言葉で書かせ、新た
な課題に気付かせた
り、快適で豊かな衣
生活に向けて次時へ
の意欲をもたせたり
しましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



本単元の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 全12時間 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

 
○生徒にとって、身近な話題を題 
 材に選んだり、不定詞を用いた 
 スピーチのデモを見せたりする 
 ことで、興味・関心を高めたり、 
 学習の見通しをもたせたりする。 

 
○ペアや班で対話を重ねながら、 
 課題の解決に向かう場面を設定 
 する。 
○意見や考えを交流させることで、 
 誤りや改善点に気付かせる。 
 

 
○既習事項や習得した知識を活用 
 して言語活動を行う中で、改善 
 点や気付きを全体指導で取り上 
 げることで、新たな気付きや考 
 えの再構築を促す。 

単元の見通しをもつ   

不定詞の用法を習得する 
 
練習や自己表現活動、振
り返りを重ねながら合理
的な解決に向かう 

言語活動を行う 
 
単元のまとめをする 

 ◎既習事項を活用して、自分や友達の将来の夢について伝え合う。 
   ・将来の夢について、まとまりのある文でスピーチをすることができた。 
   ・自分の考えや気持ちを表現することがだんだん楽しくなってきたよ。 
 ・他者から得た情報を即興で伝えることは、日常生活でよく行うから大切だ。 

１ 単元の概要 
２ 単元を通して育成を目指す資質・能力 

３ 単元のデザイン 

    技能統合型の授業を目指し、伝
える内容を整理し、即興で情報
を伝える等、言語活動を行う中
で、「思考力・判断力・表現力
等」の育成を図りましょう。 
 

生徒が「英語に触れる機会」を
最大限に確保し、授業が英語を
使った「実際のコミュニケーシ 
ョンの場」となるよう、授業は
基本英語で行いましょう。 
 
 

 ◎自分の将来の夢についてスピーチを行ったり、友達の夢を聞いて人に伝えたり 
  するという単元終末の言語活動についての見通しをもつ。 
   ・不定詞を使って、友達に自分の将来の夢を伝えたいな。 

  ◎不定詞の三つの用法に関する知識を習得するとともに、表現の練習や自己表現 
   活動を繰り返し行う。 
    ・したいことはwant to do、 夢はwant to be。他にも「～するために」という 
   目的も表すことができるんだね。 
    ・後ろから名詞を修飾する場合にも、不定詞を使えば、より詳しく説明できるね。 

本時 

対話的な学び 深い学び 

中学校外国語科     

  将来の夢 ［第２学年］  

 不定詞の三つの用法を理解し、自分の将来の夢について伝え合うことができるようにする単元である。 

主体的な学び 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

友達と協働して文章を推敲したり、英語で自分の考えや気持ちを表現し、伝え合ったり
する言語活動を通して、課題を発見し、表現や伝え方を工夫する。 

 
相手を尊重しながら、将来の夢について自分の考えや気持ちを伝えようとする。 
 

不定詞に関する知識を身に付け、目的、夢、希望の表現の仕方や情報を付け足す言い方
を理解するとともに、それらを実際に活用し、スピーチを行う。 

  小学校の学びとの接続を意識し、
自分の考えや気持ちを伝え合う
対話的な言語活動や既習表現を
実際に活用する活動を充実させ
ましょう。 

© 岡山県マスコット 
ももっちとうらっちと仲間たち 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

自分の将来の夢について発表したり、友達の夢を聞いて人に伝えたり
して、言語活動に積極的に取り組むことができる。       

 
 
 
 

 第12時／全12時 

 
 
 

 
 

 

学習の見通し
をもつ 

学習内容をま
とめる 

◎スピーチの基本形式や伝え方 
 のポイントを確認し、スピー 
 チをし合う。 
・友達の表情を見ながら話すと、 
 理解してくれているかが分か 
 る。 
・何になりたいかとその理由は、 
 しっかり聞き取ろう。 

生徒の理解の程度に
応じて英語を使用し
ましょう。言語活動
のデモを見せたり、
モデル文を提示し、
説明を最小限に留め
たりすることで、生
徒が英語を使う時間
を増やしましょう。 
 

「言語活動」⇒「指
導」⇒「再度言語活
動」のサイクルを繰
り返し、よりよい表
現の仕方に気付いた
り、自分の考えを修
正したりする場面を
設定しましょう。 

外国語で伝え合う力
を育成するために、
事前に原稿を準備し
た「発表」だけでは
なく、即興でアウト
プットさせる等の言
語活動を位置付けま
しょう。 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
 自分や友達の 
 将来の夢を伝 
 え合おう 

まとめ 
まとまりを意
識したスピー
チをすること
で、お互いの
夢を分かりや
すく伝え合う
ことができる 

◎既習事項やスピーチのデモを 
 確認し、本時の言語活動のイ 
 メージをつかむ。 
・前時の授業で、自分なりにス 
 ピーチを考えたけれど、友達 
 に上手く伝わるかな。 

◎友達と協働しながら、自分の 
 スピーチ原稿を推敲する。 
・正しく書けているかな。 
・理由が二つあるから、ここに 
  “I have two reasons.”を加 
 えてみよう。 
 

◎本時で学んだことを確認する。 
・より人に伝わるスピーチがで 
 きるようになった。 
・次は、正確に書きたいな。 

      職場体験を話題に 
      取り上げ、既習事  
 項を確認したり教師がスピー 
 チのデモを見せたりすること 
 で、スピーチのイメージをも 
 ちやすくする。 
  

○生徒とのやりとりから、スピ  
 ーチをする際のポイントを引 
 き出し、聞き手を意識しなが 
 ら伝えるように促す。 
 
○スピーチを聞く際の効果的な 
 メモの取り方（聞き取るべき 
 内容や簡単なメモの取り方） 
 を伝える。 
 
 
 

      共通して間違えて 
      いる表現等は全体 
 で取り上げ共有し、再度言語 
 活動に取り組ませるようにす 
 る。 
 
○即興性を求める活動なので、 
 相手に伝える「内容」を重視 
 すればよいことも指摘する。 
  

○学びを振り返り、即興で伝え 
 た友達の夢を書いてくる課題 
 を与えることで、学習内容の 
 定着を図る。 

      文と文のつながり 
      や文の膨らませ方、 
 もう少し聞きたい内容等につ 
 いて、友達と意見を出し合い 
 ながら考えさせる。 
 
○「具体例を示した文は、夢の 
 理由に合っているか」や「こ 
 の文はどこに挿入すれば、説 
 得力が増すか」等の発問を適 
 切に投げかける。 
 

◎メモを基に、友達から得た情 
 報を別の友達に即興で伝える。 
・メモだけを頼りに、相手に要 
 点を伝えることは難しいな。 
・今度は主語が変わるから、三 
 単現の「s」が付くよね。 
・次は「s」を忘れないように、 
 気を付けて話そう。 

振り返りをす
る 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

深い学びの
手だて 

生徒の学びの姿 教師の手だて 

学びの質を高める
ための Point！ 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

  自分の授業に取り入れて 
   みましょう。 

班で、スピー
チ原稿を仕上
げる 

ポイントを確
認し、スピー
チを行う 
メモをとりな
がら友達のス
ピーチを聞く 
メモを基に即
興で内容を伝
える 

基本、授業は 
英語で 

サイクルの 
繰り返し 

即興でアウト 
プットさせる 

 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      生徒の個人差のある発達や特
性を考慮し、ねらいに即して、
問題解決的な学習や体験的な
学習を取り入れる等、指導方
法を工夫しましょう。 

生徒が物事を広い視野から多面的・多
角的に考え、判断し、表現する力等を
育むために、自分の考えを基に議論し
たり、書いて表現したりする等の言語
活動を位置付けましょう。 

１ 主題の設定 強い意志 〔Ａ希望と勇気、克己と強い意志〕 
 

希望と勇気をもって最後までねばり強くやり抜こうとする態度を育成する。 本時のねらい 

ねらいとする道徳的価値を、
生徒が自分の生活に結び付け
て考え、自己の生き方につい
て見つめられるような発問や
学習活動を取り入れましょう。 

２ 本時の展開 
主体的な学
びの手だて 

人間としてよりよく生きるには、
目標や希望をもつことが大切であ
る。しかし、目標の実現には様々
な困難を乗り越えなくてはならな
い。困難や失敗を受け止めて希望
と勇気を失わない前向きな姿勢や、
失敗にとらわれない柔軟でしなや
かな思考が求められる。 

本学級の生徒は行事等に前向きに
取り組むことができるが、自分の
目標に向けて努力できず、投げ出
す生徒もいる。本時では目標や希
望をもち、困難や失敗があっても
前向きな姿勢を失わず、目標に向
けてやり遂げようとする意欲をも
たせたい。 

事故で重傷を負った筆者は、周囲
に心配かけまいと明るく振る舞う。
恩師の一言で視点を転換させて、
新たな語り部女優という目標を見
付け前向きに生きようと決意する。
困難を乗り越えて、前向きに生き
ることが充実した生き方になるこ
とを考えさせられる教材である。 

めあて 
夢や目標を実現す
るためには大切な
ことは何だろう  

◎明るく振る舞う私の「体中につまって 
 いたうそと不安」とは何だろうか。 
・これからどうしよう。でも周りに心配 
 かけたくない。 
・本当はつらいけど誰にも言えない。 

◎自分の「夢や目標」に向けて具体的に 
 心がけたことやがんばったことはあり 
 ますか。 

・人付き合いを大切にする。 
・特に何もしていない。 
・体力をつけようと走った。 

      学校生活や部活動など自分 
      自身の生活経験を想起させ 
 て、本時のめあてへつなぐ。努力した 
 けど、うまくいかなかったこと等も出 
 させて、自分との関わりで考えがもて 
 るようにする。 

○事故により自分の未来に不安と絶望を 
 感じる筆者の思いに共感して考えるこ 
 とができるように、内容を黒板へ整理 
 して筆者の状況を視覚化する。 

授業実践事例 

授業づくりの視点 

教師の発問と生徒の学びの姿 教師の手だて 

「夢や目標を実現
するために心がけ
ていること」につ
いて想起し、本時
のめあてをつかむ 

教材「やさしいう
そ」を読む 

筆者の気持ちの変
化について考える 

◎語り部女優を勧められ、私はなぜ「こ 
 れをやれなきゃ自分じゃない」と思っ 
 たのだろうか。 
・自分に残されたものは声だから、その 
 声を生かしたいと思ったから。 

      様々な立場から筆者の発言 
      や行動を考え、学級全体で 
 話し合うことを通して、筆者が自分の 
 境遇を受け止め、残された力を生かそ 
 うと視点を変えたことに気付かせる。 

対話的な学
びの手だて 

主題の概要 使用する教材の概要 学級の実態 
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新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 中学校特別の教科 道徳     



 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

多様な考えを 
もたせる 

本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

３ 評価 以下の二つの視点で教師が見取り、授業改善につなげ、学期末の個人評価の参考資料とする。 

生徒の反応を予測して、違う道徳的
価値からの発問や生徒に理由等を尋
ねる問い返しを準備して、多様な考
えがもてるようにしましょう。 

筆者の生き方と自分自身を照
らし合わせる等、人間として
の生き方を見つめるための活
動を取り入れましょう。 

◎「私は今、生きることが大好きです」 
 と言えるのは、なぜだろうか。 
・自分も必要とされていることが分かっ 
 たから。 

◎夢や目標を実現するために、大切にし 
 たいことはどんなことだろうか。 
・困難なことでも乗り越えようとする強 
 い気持ち。 

◎今日の学習で新たに気付いたことや考 
 えたこと等を振り返りましょう。 
・今まで自分はすぐにあきらめてきたけ 
 ど、希望をもって前向きに生活したい 
 と思った。 

○違う立場の視点で考えさせる補助発問 
 や生徒に理由等を尋ねる問い返しで、 
 筆者の心情を多面的に考えさせたり、 
 自分の事として考えさせたりする。 

深い学びの
手だて 

     筆者の生き方から夢や希望 
     を実現するために何が大切 
かを考えることで、自分の生活を振り
返り、これからの自己の生き方を見つ
めさせる。また意見を交流させて、違
う見方や考え方を知ることで、自分の
考えが深まるようにする。 

○筆者の姿から考えたことや新たな気付 
 き等を書く活動を取り入れ、生徒が自 
 分の考えを整理したり深めたりできる 
 ようにする。 

・筆者の決してあきらめ 
 ない生き方を知って、 
 自分も小さな事から挑 
 戦したいと思った。 

自分の目標に向け粘り強く取り組もうという意欲 
の高まりを見取る。 

 見取る方法：道徳ノートや発表等から 

新たな気付きや考えの広がりを見取る。 

 見取る方法：意見交流の観察や道徳ノート等から 

 
自己を見つめる 
学習活動 

教師の手だて 教師の発問と生徒の学びの姿 

※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、一定の時間や内容のまとまりの中で、 
 実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。  ※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

自分との関わりで考えさせるた
めに、学校行事の写真を使う等、
これまでの生活体験を想起させ
て、めあてにつなげましょう。 

生徒の生活から 
めあてにつなげる 

現在の筆者の気持
ちを考える 

自分の生き方を見
つめ、考えを深め
る 

振り返りをする 教師の説話を聞く 

生徒の学びの質を高めるPoint   自分の授業に取り入れてみましょう。 

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか 一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか 

○教師が学級の日常の出来事等から願い 
 を語り、道徳的価値をより身近に感じ 
 させる。 

・今まですぐにだめだと 
 思うことが多かったが、 
 前向きに努力すること 
 が必要だと思った。 

・筆者は困難を乗り越え 
 て、本当に強くなった 
 んだと気が付いた。 

・筆者の姿や友達の意見 
 を聞いて、考え方が変 
 わった。自分も目標を 
 大切にしたい。 



  
１ 目標を実現するにふさわしい探究課題  地域学習を将来へつなげる ［第３学年］ 

２ 探究課題の解決を通して育成を目指す資質・能力 
地域（ふるさと）のよさや課題を改めて知るとともに、課題解決のための情報を収集
し、それを整理・分析したり、まとめたりする技能を身に付けることができる。 

３年間の地域学習（海洋学習）の振り返りから新たな課題を見いだし、多面的な見方
で発想を広げたり、解決の方策を考えたりし、意見を集約したポスターにまとめ、聞
く人に伝わりやすいように発表することができる。 

地域についての探究的な学習に主体的に取り組むとともに、班で協働しながら考えを
深め、地域の一員として自分の将来を考え、日常の学習や生活を見つめ直そうとする。 

中学校保健体育科     

本単元の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ◎地域に根ざした架空の会社を班で一つつくり、社名・コ 
  ンセプト、地域活性化に向けた事業内容を考える。 
 ・アマモ場再生活動を体験してもらったらいいね。 
 ・地域の活性化の循環をつくらないといけないね。 

 ◎「海洋学習」をキーワードとしたウェビングを 
  用いて取組を振り返り、新たな課題を見いだす。 
 ・海で活動したり、地域の方の話を聞いて考えたり 
  したね。 
 ・後継者不足等まだまだ課題があるな。 
 ・どうすれば地域が活性化するかな。 

３ 単元のデザイン  全５時間 

 ◎ウェビングを用いて個人で考え、班で共有することで多様なアイデアを得る。 
 ・この地域ならではの海を生かして、多くの人に来てもらいたいな。 
 ・SNS等で地域の魅力を日本中に発信して、地域の活性化につなげよう。 

【まとめ・表現】 
課題の解決策をまとめ、
表現する 

 ◎班の考えをポスターにまとめて発表し、異なる視点や考え方のよさを生かして、 
  将来の地域の姿や自分の将来を考える。 
 ・新しいことを考えていたけれど、今の地域のよさを生かすことも大切だね。 
 ・地域のよさを改めて考えることができた。地域の一員としてがんばりたい。 

【課題の設定】 
３年間の地域学習（海洋学
習）を振り返り、課題の設
定を行う 

【整理・分析】 
課題解決に向けて、収集
した情報（アイデア）を
整理し、分析する 

【情報の収集】 
課題解決のための情報（ア
イデア）を収集する 

「各学校における教育目標」と学習指導要領の
「第１の目標」と踏まえて、各学校で総合的な
学習の時間の目標を定めましょう。目標を実現
するにふさわしい探究課題を設定し、その解決
を通して資質・能力の育成を図りましょう。 

  学習活動を①課題の設定、 
②情報の収集、③整理・分 
析、④まとめ・表現の一連 
の探究のプロセスとなるよ 
うに単元を構想しましょう。 

① 

② 

③ 

④ 

 総合的な学習の時間に 
 おける生徒の学習の姿 

本時 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 授業づくりの視点 中学校総合的な学習の時間    

 ３年間の地域学習（海洋学習）の振り返りから、新たに地域の課題を見いだし、その課題解決のために自らが 
 社長となり、地域の活性化をミッションとして掲げる「地域の社長になろう～地域活性化の応援団～」の取組 
 を通して、自らが地域に貢献できることを考え、自己を見つめる単元である。 
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〔海洋学習のウェビングの例〕 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

本時の流れ 生徒の学びの姿 教師の手だて 

◎前時の学びを振り返り、本時 
 のめあてをつかむ。 
・他の班の発表も参考に将来の 
 地域の姿についてじっくり考 
 えよう。 

◎考えが実現した地域を想像し、 
 将来の自分について考える。 
・地域のよさが改めて分かり、 
 もっと好きになったな。 
・自分も地域の一員として、将 
 来の夢に向かってがんばろう。 

第５時／全５時 ４ 本時の展開 

各班の発表と
質疑を繰り返
す 
 
 
 
 
発表について
全体でまとめ
る 

学習を振り返
り自己を見つ
める 

本時のねらい 

○新たな探究課題を自分事として 
 学びを進められるようにするた   
 めに、３年間の地域学習（海洋 
 学習）の取組を写真やウェビン 
 グで振り返らせる。  

○ウェビングを活用して情報（ア 
 イデア）を可視化したり、他者 
 から多様な情報を収集したりし 
 ながら、他者とともに課題解決 
 に向けて活動する場を設定する。 

○｢まとめ・表現｣をする際に、各 
 教科等で身に付けた知識や技能 
 を意識させ、ポスターを作成し 
 たり、相互に質疑をしたりする 
 場を設定する。 
  

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

◎地域活性化に向けた会社の事 
 業内容等を発表する。 
・聞く人に会社のよさや内容が  
 伝わる発表をしよう。 

      これまでに作成し 
      たウェビング図を 
 基に学びを振り返り、発表を 
 通して自分の考えをより明確 
 にすることを意識付ける。 

主体的な学
びの手だて 

      各教科の知識を生 
      かした発言を全体 
 の場で取り上げることで価値 
 付けを行い、一人一人の学び 
 を自覚化させるようにする。 

      発表者は「質問が 
      ありますか」と問  
 い掛け、聞き手からアイデア 
 を引き出す等、自分たちで質 
 疑を進め、よくするための情 
 報を集めることで、課題解決 
 に向かうようにする。 

深い学びの
手だて 

○「中学生のみんなには地域の 
 応援団になってもらいたい」 
 という地域の方からの言葉を 
 取り上げ、地域の一員として、 
 地域とともに自分の将来につ 
 いて考えさせる。 

対話的な学
びの手だて 

・聞く人に伝わりやすいように発表し、各班の考えのよさに気付く。 
・将来の地域の姿を考えることで、自分の将来について考えたり、日 
 常の学習や生活を見つめ直そうとしたりする。 

〇本単元における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

◎それぞれの班の工夫点や質問 
 したいこと考えながら聞く。 
・他の班はどのように活性化さ 
 せようとしているのかな。 

◎課題解決に向けた、より実行 
 性のある方法を考える。 
・なるほど、クーポンを配って 
 も経済の循環が起きて赤字に 
 はならないのか。 
・循環という発想がいいね。 

前時の学習を
想起し、本時
のめあてをつ
かむ 

めあて 
各班の会社の
よいところを
探し、将来の
地域の姿につ
いて考えよう 

まとめ 
どの班の発表
にもよさがあ
り、その実現
のために地域
の一員として
期待されてい
る 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

自分事として 
学ぶ 

課題解決に 
向けた対話 

各教科の学びを 
生かす 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 

自分の考えをより確
かにするために、各
教科等で身に付けた
知識や技能等を活用
して説明したり、考
えを比較したりする
ことを意識するよう
にしましょう。 

課題解決に向けた発
表や質疑にするため
に、質・量ともに課
題に対応した情報と
なるように意識した
り、発表方法を工夫
したりしましょう。 

生徒の考えや思いが
表現された成果物等
を活用することで、
学ぶ目的を自分事と
して捉えられるよう
にしましょう。 



気持ちのよい学級生活を過ごすために、学級生活のマナーを向上させることについての話し合い活動を行い、
自ら実践できる目標を立て、実践し、振り返る題材である。 

本題材の流れ 生徒の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 

 よりよい学級生活を送るために［第１学年］ 学級活動（2） 

中学校特別活動     

  

○よりよい学級生活を送るために、
問題になっていることを事前ア
ンケートから把握させることで、
マナーの向上について、生徒一
人一人の課題意識を高めさせる。  

○話し合いや各班からの発表を通
して、友達の意見と自分の意見
との共通点だけでなく、相違点
も考えさせることで、友達の考
えを理解した上で、自分の考え
をもたせる。 

○個人目標の実践は、期間を設け
て行い、振り返りでは、問題解
決の方法等を工夫させることで、
学級生活を送るための新たな問
題意識をもたせる。 

○事前の活動 
 題材の見通しをもつ 

○本時の活動 
 よりよい学級生活を送る 
 ために意思決定する 

○事後の活動 
 意思決定したことを実践 
 し、振り返る 

◎自分で決めたことを実践し、よりマナーを意識した生活をする。新たな課題や活
動の工夫に気付く。  

・みんながマナーを意識して生活すると、お互いに気持ちよく生活できているね。 
・さらによりよい学級生活を送るために、新しい係活動を提案したいな。 

１ 題材の概要 
２ 題材を通して育成を目指す資質・能力 

３ 題材のデザイン 

    

学級生活をよりよくするために、マナーを向上させる意義について考え、個々の意識の
向上が学級の意識の向上につながることを理解する。 

学級生活のマナー意識の向上について考え、友達との話し合いを通して様々な考え方や
視点に気付く中で、よりよい学級生活を送るための個人目標を意思決定する。 

◎アンケートを基に学級生活を振り返り、よりよい学級生活を送るための問題意識
を高める。 

・名前を呼ばれても、きちんと返事ができていないことがある。 
・みんなで使うものを大切に扱う意識が低いことがある。 

◎よりよい学級生活を送るために、お互いのマナー意識とマナーを守ることの意義
を考えた上で、個人目標を意思決定する。 

・マナーを意識することで、みんなが気持ちよく過ごせることが改めて分かった。 
・お互いに気持ちよく過ごすために、思いやりのある言動をするぞ。 本時 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

学級活動（２）では、生徒の日常生活の実態を捉えた上で教師
が身近な題材を設定し、話し合い活動を通して個人目標を意思
決定させます。決めたことに粘り強く取り組むことで、自分が
した活動やその努力へ自信を深めることにつながります。 

生徒が学級や学校における生活上の諸問
題を見いだし、解決方法を決めて実践し、
振り返ることで、その取組のよい点や改
善点に気付かせるようにしましょう。 

授業実践事例 
知識及び 
技能 

思考力、判断力、 
表現力等 

学びに向かう力、 
人間性等 

授業づくりの視点 

※下線部分は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」において特に大切にしてほしい教師の手だてを示しています。 

〇本題材における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を支える手だて 

学級生活のマナーについての考えを深め、気持ちのよい学級生活を送るために積極的に
実践し、よりよい自分の姿を目指そうとする。 
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新学習指導要領の趣旨を踏まえた 

授業づくり（実践事例編） 



本時の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

お互いに気持ちのよい学級生活を送るために、マナーについて自分が
できることを意思決定し、よりよい学級集団づくりへの意識を高める。 

めあてを示し、
学習の見通し
をもつ 

自分のマナー
意識について
考え、班で話
し合う 

４ 本時の展開 
本時のねらい 

めあて 
よりよい学級
生活を送るた
めに、実践で
きる個人目標
を立てよう 

◎アンケート結果を共有し、本
時のめあてをつかむ。 

・みんな学級生活のマナーを向
上させたいと思っているんだ
ね。 

・しっかり考えて、気持ちのよ
い学級生活を送れるようにし
たいね。 

      アンケート結果を 
      基に、学級生活の

マナーについての現状を把握
させ、問題意識を高める。 

      話し合いを通して、 
      自分の意見と友達

の意見との共通点だけでなく、
相違点についても考えるよう
促し、様々な考え方や視点が
あることに気付かせる。 

振り返りと授
業後に取り組
む活動の確認
をする 

◎本時で学んだことを学級生活
で実践していくことを確認す
る。 

・自分で決めたことは必ず意識
して、実践しよう。 

○意思決定した目標の実践意欲
を高めるために、目標の達成
状況を毎日の振り返りにより
確認することを知らせ、授業
後の活動の見通しをもたせる。 

◎自分のマナー意識について考
え、マナー意識を高めること
の意義を班で話し合う。 

・思いやりをもった言動への意
識が低いことがある。 

・自分のものだけではなく、み
んなのものも大切にしている。 

・マナー意識の向上は、将来に
役立つと思うよ。 

・周りの人からの信頼を得るこ
とができるね。 

主体的な学
びの手だて 

対話的な学
びの手だて 

生徒の学びの姿 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

生徒の問題意識を
高める 

生徒の学びの質を
高めるPoint 

話し合いを基に 
考えを広げる 

問題解決のため
に深く考える 

自分の授業に取り入れて
みましょう。 

授業の導入では、事
前にとったアンケー
トの結果を基に、生
活上の問題を表やグ
ラフ等にまとめたも
のを提示し、個々の
生徒の問題意識を高
められるようにしま
しょう。 

生活上の課題を解決
するために、友達の
意見を踏まえて自ら
の生活を振り返るこ
とで、自分の目標や
課題の解決方法等に
ついて意思決定させ
るようにしましょう。

教師の手だて 

◎班で話し合ったことを発表し、
学級全体で共有する。 

・気持ちのよい学級生活を送り
たいという思いは、みんな一
緒だということが分かった。 

班で話し合っ
たことを全体
で発表する 

○発表内容をまとめ、学級全体
としてマナー意識の向上に向
けて共通理解をさせる。 

話し合いでは、自分
の意見との共通点だ
けでなく、相違点に
ついても考えさせま
しょう。そして、友
達の考えを理解した
上で、自分の考えを
もたせましょう。 

◎自分の学級生活を振り返り、
個人目標を意思決定する。 

・相手の気持ちを考えて、言葉
遣いに気を付ける。 

・掃除時間以外でも、積極的に
教室の美化活動に努めよう。 

・学級の一人一人がマナー意識
を高めて取り組んでいけば、
みんなが気持ちよく過ごせる
学級集団になるんだな。 

      友達の意見を尊重 
      しながら、自分の

学級生活でのマナーや態度を
振り返らせることで、問題解
決の視点をもちやすくし、実
践できる具体的な個人目標を
意思決定させる。 

個人目標を意
思決定する 

深い学びの
手だて 

 ※「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、必ずしも全てが１単位時間の授業で見られるものではなく、単元や題材等、内容や時間のまとまり 
  の中で、実現を図っていくものです。本資料では、１単位時間において三つの学びを支える最も効果的な教師の手だてを精選し、紹介しています。 
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新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり 
（実践事例編） 

 平成29年度に作成した「新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づく 
り」と本冊子を併せて活用し、児童生徒の学びの質を高める授業づく 
りに役立てていただけたらと思います。 

平成31年２月 岡山県総合教育センター 
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平成29年3月に公示された新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業づくり 
について、具体的な実践事例を冊子にまとめました。 


